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氏名
しめい

所属
しょぞく

等
とう

1 荒井
あらい

　政明
まさあき

社団法人神奈川県精神科病院協会副会長
しゃだんほうじんかながわけんせいしんかびょういん　きょうかい　ふくかいちょう

2 岩沢
いわさわ

　弘秋
ひろあき

日本労働組合総連合会横浜地域連合議長代行
にほんろうどう　くみあい　そう　れんごう　かい　よこはま　ちいき　れんごう　ぎちょう　だいこう

3 山田
やまだ

　初男
はつお

横浜市身体障害者団体連合会副理事長
よこはまししんたいしょうがいしゃ　だんたい　れんごうかい　ふく　りじちょう

4 岩下
いわした

　賢二
けんじ

横浜公共職業安定所所長
よこはまこうきょうしょくぎょうあんていじょしょちょう

5 斉藤
さいとう

　達之
たつゆき

社会福祉法人大樹　つるみ地域活動ホーム幹所長
しゃかいふくしほうじんだいき　　　　　　　　　ちいきかつどう　　　　　　みきしょちょう

6 櫻庭　孝子
さくらば　     たかこ

特定非営利活動法人横浜市精神障害者地域生活支援連合会
とくていひえいりかつどうほうじんよこはましせいしんしょうがいしゃちいきせいかつしえんれんごうかい

7 鈴木　和子
すずき　           かずこ

特定非営利活動法人横浜市視覚障害者福祉協会
とくていひえいりかつどうほうじんよこはまししかくしょうがいしゃふくしきょうかい

8 須山　優江
すやま　         まさえ

横浜市中途失聴・難聴者協会副会長
よこはましちゅうとしっちょう・なんちょうしゃきょうかいふくかいちょう

9 瀬戸
せと

　ひとみ 神奈川県立横浜南養護学校
かながわけんりつよこはまみなみようごがっこう

10 高木
たかぎ

　静
しず

男
お

元
もと

横浜市北部就労支援センター所長
よこはましほくぶしゅうろうしえんせんたーしょちょう

11 多田　葉子
ただ　             ようこ

社会福祉法人偕恵園  偕恵
しゃかいふくしほうじんかいけいえん　かいけい

シグナル 施設長
しせつちょう

12 田中
たなか

　梨奈
　りな

神奈川県
かながわけん

精神
せいしん

保健
ほけん

福祉士
ふくしし

協会
きょうかい

13 中
なか

戸
と

　勝美
かつみ

横浜市手をつなぐ育成会
よこはまし　　　　　　　　　　　いくせいかい

14 戸塚
とつか

　武和
たけかず

一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

横浜市
よこはまし

医師会
いしかい

副会長
ふくかいちょう

15 西川
にしかわ

　麻衣子
　　まいこ

16 服部　一弘
はっとり　       かずひろ

特定非営利活動法人
とくていひえいりかつどうほうじん

アニミ理事長
りじちょう

17 平
ひら

 井
い

　晃
あきら

社団
しゃだん

法人
ほうじん

横浜
よこはまし

市身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

団体
　　だんたい

連合会
　　れんごうかい

理事長
　　　りじちょう

18 広田　和子
ひろた　          かずこ

精神医療
せいしんいりょう

サバイバー

19 室津　滋樹
むろつ　         しげき

横浜市
よこはまし

グループホーム連絡会会長
れんらくかいかいちょう

20 森　和雄
もり　        かずお

横浜市社会福祉協議会障害者支援
よこはまししゃかいふくしきょうぎかいしょうがいしゃしえん

センター担当理事
たんとうりじ

21 八島　敏昭
やじま　         としあき

横浜市心身障害児者を守る会連盟代表幹事
よこはまししんしんしょうがいじしゃ まも   かいれんめいだいひょうかんじ

22 永田
ながた

　孝
たか

横浜市グループホーム連絡会　入居者部会入居者委員
よこはまし                                       れんらくかい　にゅうきょしゃぶかいにゅうきょしゃいいん

23 米倉　令二
よねくら            よしつぐ

特定非営利活動法人横浜市精神障害者家族連合会会長
とくていひえいりかつどうほうじんよこはましせいしんしょうがいしゃかぞくれんごうかいかいちょう

24 渡邊
わたなべ

　雅子
まさこ

青葉区生活支援センター所長
あおばくせいかつしえん                        しょちょう

25 渡部　匡隆
わたなべ　まさたか

横浜国立大学教育人間科学部特別支援教育講座教授
よこはまこくりつだいがくきょういくにんげんかがくぶとくべつしえんきょういくこうざきょうじゅ
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いいん
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  平成
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まで



区分
くぶん

局
きょく

名
めい

補職
ほしょく

名
めい

氏名
しめい

健康
けんこう

福祉
ふくし

局長
きょくちょう

岡田
おかだ

　輝彦
てるひこ

健康福祉局担当理事(健康福祉局保健所長)
けんこうふくしきょくたんとうりじ（けんこうふくしきょくほけんしょちょう）

豊澤  隆弘
とよざわ　　たかひろ

健康福祉局担当理事（保健医療医務監） 水野　哲宏
みずの　てつひろ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

部長
ぶちょう

杉本
すぎもと

　英和
ひでかず

こころの健康
けんこう

相談
そうだん

センター長
ちょう

白川
しらかわ

　教人
のりと

健康福祉局担当部長（健康安全部保健事業課担当課長）
けんこうふくしきょくたんとうぶちょう（けんこうあんぜんぶほけんじぎょうかたんとうかちょう）

佐藤　眞理代
さとう　     まりよ

障害
しょうがい

企画
きかく

課長
かちょう

桑折
こおり

　良一
りょういち

障害
しょうがい

福祉
ふくし

課長
かちょう

上條
かみじょう

　浩
ひろし

障害
しょうがい

支援
しえん

課長
かちょう

君和田
きみわだ

　健
たけし

企画
きかく

部
ぶ

企画
きかく

課長
かちょう

佐藤  広毅
さとう　　ひろたか

福祉
ふくし

保健
ほけん

課
か

長
ちょう

仲嶋
なかじま

　正幸
まさゆき

地
ち

域
いき

支援
しえん

課長
かちょう

井上
いのうえ

　弘毅
ひろき

こども青少年
せいしょうねん

局長
きょくちょう

鯉渕　信也
こいぶち　しんや

こども福祉
ふくし

保健
ほけん

部長
ぶちょう

細野
ほその

　博嗣
ひろつぐ

こども福祉
ふくし

保健
ほけん

部
ぶ

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

保健
ほけん

課長
かちょう

佐藤
さとう

　祐子
ゆうこ

企画
きかく

調整
ちょうせい

課長
かちょう

吉川
よしかわ

　直友
なおとも

教育
きょういく

政策
せいさく

推進
すいしん

課
か

担当
たんとう

課
か

長
ちょう

高見
たかみ

　暁子
あきこ

特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

課
か

長
ちょう

吉原
よしはら

　勝
まさる

政策局
せいさくきょく

政策課
せいさくか

担当
たんとう

課長
かちょう

大友
おおとも

　康明
やすあき

建築局
けんちくきょく

住宅
じゅうたく

計画
けいかく

課長
かちょう

鈴木
すずき

　章
しょう

治
　じ

交通局
こうつうきょく

総務
そうむ

課長
かちょう

小野
おの

　博之
ひろゆき

障害企画課企画調整係長
しょうがいきかくかきかくちょうせいかかりちょう

大津
おおつ

　豪
ごお

障害企画課制度担当係長
しょうがいきかくかせいどたんとうかかりちょう

小川
おがわ

　武広
たけひろ

障害企画課施策推進担当係長
しょうがいきかくかしさくすいしんたんとうかかりちょう

金井
かない

　国明
くにあき

障害企画課精神保健福祉係長
しょうがいきかくかせいしんほけんふくしかかりちょう

山村
やまむら

　太郎
たろう

障害企画課就労支援係長
しょうがいきかくかしゅうろうしえんかかりちょう

永井
ながい

　俊雄
としお

障害福祉課生活支援係長
しょうがいふくしかせいかつしえんかかりちょう

今井
いまい

　智子
ともこ

障害福祉課移動支援係長
しょうがいふくしかいどうしえんかかりちょう

飯野
いいの

　正夫
まさお

障害福祉課地域活動支援係長
しょうがいふくしかちいきかつどうしえんかかりちょう

松浦
まつうら

　拓郎
たくろう

障害福祉課事業者育成担当係長
しょうがいふくしかじぎょうしゃいくせいたんとうかかりちょう

丹野
たんの

　久美
くみ

障害支援課障害支援係長
しょうがいしえんかしょうがいしえんかかりちょう

名倉　孝典
なぐら　　たかのり

障害支援課整備推進担当係長
しょうがいしえんかせいびすいしんたんとうかかりちょう

川島
かわしま

　とも子
こ

障害支援課在宅支援係長
しょうがいしえんかざいたくしえんかかりちょう

卯都木　優子
うつぎ　　　　ゆうこ

障害支援課事業支援係長
しょうがいしえんかじぎょうしえんかかりちょう

髙橋
たかはし

　啓
さとる

障害支援課担当係長
しょうがいしえんかたんとうかかりちょう

岸
きし

　和弘
かずひろ

こころの健康相談センター相談援助係長
　　　　　　　　　けんこうそうだん　　　　　　そうだんえんじょかかりちょう

小栗　由美
おぐり　ゆみ

こころの健康相談センター相談援助係長
　　　　　　　　　けんこうそうだん　　　　　　そうだんえんじょかかりちょう

駒形
こまがた

　俊文
としふみ

企画
きかく

課
か

企画
きかく

係長
かかりちょう

粟屋
あわや

　しらべ

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

保健
ほけん

課
か

担当
たんとう

係長
かかりちょう

柴山
しばやま

　一彦
かずひこ

障害児福祉保健課担当係長
しょうがいじふくしほけんかたんとうかかりちょう

安達　暢子
あだち　　　のぶこ

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

保健
ほけん

課
か

整備
せいび

担当
たんとう

係長
かかりちょう

石井
いしい

　幸子
さちこ

企画
きかく

調整
ちょうせい

課
　か

企画
きかく

調整
ちょうせい

係長
かかりちょう

柿沼
かきぬま

　千尋
ちひろ

教育
きょういく

政策
せいさく

推進
すいしん

課
か

担当
たんとう

係長
かかりちょう

甘粕
あまかす

　亜矢
あや

特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

課
　か

担当
たんとう

係長
かかりちょう

真鍋
まなべ

　明文
あきふみ

政策局
せいさくきょく

政策課
せいさく　か

担当
たんとう

係長
かかりちょう

小柳
こやなぎ

　八
かず

之
　ゆき

建築局
けんちくきょく

住宅計画
じゅうたくけいかく

担当
たんとう

係長
かかりちょう

小野
おの

　慶一
けいいち

こども青少年局
せいしょうねんきょく

健康福祉局
けんこうふくしきょく

健康
けんこう

福祉
ふくし

局
きょく

事務担当
じむたんとう

教育委員会事務局
きょういくいいんかいじむきょく
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第３期
だい   き

横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

プランについて 

 

 今後
こ ん ご

のスケジュールについて 

これまで【変更前
へんこうまえ

】のスケジュール
すけじゅーる

で説明
せつめい

してきましたが、今後
こんご

は【変更後
へんこうご

】のとおりのスケジュール
すけじゅーる

で

進めて
すす

いきます。 

 

 【変更前
へんこうまえ

】 【変更後
へ ん こ う ご

】 

平成
へいせい

26年
ねん

１月
  がつ

 当事者
とうじしゃ

へ向けた
む

アンケート
あんけーと

実施
じっし

 

３月
がつ

 
・障害者

しょうがいしゃ

施策
せさく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

開催
かいさい

 

・１定常任
ていじょうにん

委員会
いいんかい

へ当事者
とうじしゃ

アンケート
あ ん け ー と

結果
けっか

の速報値
そくほうち

を報告
ほうこく

 

５月
がつ

 
２定常任

ていじょうにん

委員会
いいんかい

へ素案
そ あ ん

を報告
ほうこく

し、素案
そあん

策定
さくてい

 

２定常任
ていじょうにん

委員会
いいんかい

へ素案
そ あ ん

骨子
こ っ し

を報告
ほうこく

し、

素案
そあん

骨子
こっし

策定
さくてい

 

６月
がつ

  
・素案

そあん

骨子
こっし

を基
もと

に各障害者
かくしょうがいしゃ

団体
だんたい

等
とう

へ

説明
せつめい

 ７月
がつ

 市民
し み ん

意見
い け ん

募集
ぼしゅう

実施
じっし

 

８月
がつ

  素案
そ あ ん

策定
さくてい

 

９月
がつ

 
３定常任

ていじょうにん

委員会
いいんかい

へ市民
しみん

意見
いけん

募集
ぼしゅう

結果
けっか

等
など

を踏まえて
ふ

修正
しゅうせい

した素案
そあん

を報告
ほうこく

 

・３定常任
ていじょうにん

委員会
いいんかい

へ素案
そあん

を報告
ほうこく

 

・市民
し み ん

意見
い け ん

募集
ぼしゅう

実施
じっし

 

11月
がつ

末
まつ

 原案
げんあん

策定
さくてい

 原案
げんあん

策定
さくてい

 

平成
へいせい

27年
ねん

２月
  がつ

  １定
てい

 議案
ぎ あ ん

上程
じょうてい

 

３月
がつ

 第３期
だい   き

 横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

 

 

 

 

平成26年５月19日（月） 
障害者施策推進協議会 

席上配布資料 
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平成 26 年 5 月 16 日 

 

平成
へいせい

26年度
ね ん ど

第１回
だい１かい

施策
せ さ く

検討
けんとう

部会
ぶ か い

 意見
い け ん

概要
がいよう

 

 
 

第
だい

Ⅰ章
しょう

・第
だい

Ⅱ章
しょう

 

 ・第２章
だい  しょう

の振り返り
ふ    かえ

を見て
み

も、「〇〇をやった」という記載
きさい

のみで、「やった結果
けっか

どこまで進んだ
すす

」

という評価
ひょうか

の部分
ぶぶん

が見えて
み

こない。例えば
たと

、精神科
せいしんか

病院
びょういん

や入所
にゅうしょ

施設
しせつ

から、どのくらい地域
ちいき

移行
いこう

したのか、その結果
けっか

、今後
こんご

どのくらい必要
ひつよう

なのか、などが見えない
み

。 

  このあたりの部分
ぶぶん

は、今後
こんご

書き込んで
か   こ

いってもらいたい。 

 

 ・重度
じゅうど

知的
ちてき

障害
しょうがい

や行動
こうどう

障害
しょうがい

に係わる
かか

視点
してん

を盛り込んで
も   こ

いってほしい。 

  そういった人
ひと

たちの視点
してん

を踏まえた
ふ

うえで、横浜市
よこはまし

として考える
かんが

「住まい
す

の方向性
ほうこうせい

」などが

必要
ひつよう

だと思う
おも

。 

 

第
だい

Ⅲ章
しょう

 

 ・各テーマ
かくてーま

に書いて
か

ある≪当事者
とうじしゃ

の主
おも

な意見
いけん

≫は、誰
だれ

の声
こえ

か。 

   ⇒グループインタビューや当事者
とうじしゃ

アンケート
あんけーと

から聞こえて
き

きたものを抜粋
ばっすい

しています。 

 

 ・騙された
だま

時
とき

にどう相談
そうだん

したら良い
よ

のかなどの具体的
ぐたいてき

記載
きさい

がない気
き

がする。 

 

 ・今
いま

はスマートフォン
すまーとふぉん

やパソコン
ぱそこん

、ケーブル
けーぶる

TV
てれび

などＩＴ化
あいてぃーか

が進んで
すす

いる。情報
じょうほう

を流す
なが

ときは、

このような媒体
ばいたい

をしっかりと利用
りよう

していくことが良い
い

と思う
おも

。 

 

 ・Ｐ.15 の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の中
なか

に「外出
がいしゅつ

時
じ

に嫌
いや

な思い
おも

～障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

への正しい
ただ

理解
りかい

や配慮
はいりょ

は求められ
もと

ています。」との記載
きさい

があるが、これは本当
ほんとう

に相手
あいて

に求める
もと

ことなのか。 

  これは一つ
ひと

の例
れい

だが、相手側
あいてがわ

に求める
もと

ことと、本人
ほんにん

がどうやって力
ちから

を獲得
かくとく

し、能力
のうりょく

を活かし
い
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ていくかは、きちんと整理
せいり

していくことが必要
ひつよう

だと思う
おも

。 

  

 ・テーマは、第２期
だい   き

に比べ
くら

非常
ひじょう

に分かりやすく
わ

なった。また、この計画
けいかく

を見て
み

、新た
あら

に知る
し

こ

ともあった。こういった計画
けいかく

や各施策
かくしさく

は、様々
さまざま

な媒体
ばいたい

を利用
りよう

して、周知
しゅうち

をもっと進めて
すす

いっ

てほしい。 
 

 ・今後
こんご

、重度
じゅうど

知的
ちてき

障害
しょうがい

や行動
こうどう

障害
しょうがい

の方
ほう

の視点
してん

を踏まえる
ふ

ために、団体
だんたい

等
とう

へ丁寧
ていねい

に話
はなし

をして、

調整
ちょうせい

していってもらいたい。 

 

 ・あんしん施策
せさく

が第３期
だい  き

へ本当
ほんとう

に継承
けいしょう

されていくのかが心配
しんぱい

である。 
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・基本
き ほ ん

目標
もくひょう

に、自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

とあるが、それを実現
じつげん

するためには、選択
せんたく

・決定
けってい

を判断
はんだん

す

るための支援
しえん

（情報
じょうほう

）が重要
じゅうよう

である。住まい
す

のところで、今回
こんかい

行った
おこな

当事者
とうじしゃ

アンケート
あんけーと

で

は「今
いま

の暮らし
くらし

のまま」という結果
け っ か

が多い
お お い

が、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

が提供
ていきょう

されていない可能性
かのうせい

があ

る。 
 

 ・住まい
す

の所
ところ

で、「障害
しょうがい

にあった暮らし
く

」とあるが、この文章
ぶんしょう

では、障害
しょうがい

ごとに分けて
わ

住まい
す

を作る
つく

という意味
いみ

で読み取れて
よ    と

しまう。しかし、「地域
ちいき

での暮らし
く

のために、必要
ひつよう

な支援
しえん

をし

ていく」ということが、昔
むかし

からの横浜
よこはま

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

だったのではないか。 

 
 

 ・今後
こんご

、計画
けいかく

を策定
さくてい

するにあたっては、障害者
しょうがいしゃ

が分かりやすい
わ

概要版
がいようばん

を作って
つく

ほしい。その際
さい

は、具体的
ぐたいてき

な例
れい

などが図
ず

として書いて
か

あると分かりやすいのではないか。 

 

 ・医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

への研修
けんしゅう

ということをやっているが、医者
いしゃ

への障害
しょうがい

理解
りかい

を進めて
すす

もらいたい。 

  聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

のため、受診
じゅしん

するときにマスク
ますく

をされ、パソコン
ぱそこん

を操作
そうさ

しながらの診察
しんさつ

では、何
なん

も分からない
わ

。 

 

 ・障害者
しょうがいしゃ

が支援
しえん

の対象
たいしょう

としてではなく、社会
しゃかい

貢献
こうけん

・活躍
かつやく

できるような視点
してん

が組み込まれて
く   こ

い

る計画
けいかく

にしてもらいたい。 

 

 ・現在
げんざい

、学齢期
がくれいき

等
とう

の障害児
しょうがいじ

への支援
し え ん

が充実
じゅうじつ

してきているが、今
いま

の学齢期
がくれいき

の親
おや

はサービス
さ ー び す

に依存
い ぞ ん

している人
ひと

がいる気がしている。そうではなく、親
おや

と子
こ

が触れ合える
ふ   あ

時間
じかん

がもっとある方
ほう

が

良い
い

と思う
おも

。 

 
 



素案⾻⼦（案）P.1 

第
だい

Ⅰ
１

章
しょう

 計画
けいかく

の概要
がいよう

 

１ 計画
けいかく

策定
さくてい

の趣旨
しゅし

   

  横浜市
よこはまし

では、障害
しょうがい

施策
せさく

に係わる
かか

中
ちゅう

・長期的
ちょうきてき

な計画
けいかく

である「障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷらん

」（以下
いか

「プラン
ぷらん

」

といいます。）を、平成
へいせい

16
１６

年度
ねんど

に「第１期
だい  き

」、平成
へいせい

21年度
ねんど

に「第２期
だい   き

」として策定
さくてい

し、障害者
しょうがいしゃ

が

自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

のできる社会
しゃかい

の構築
こうちく

という視点
し て ん

を中心
ちゅうしん

に、施策
せ さ く

を推進
すいしん

してきました。 

  また、このプラン
ぷらん

は、二つ
ふた

の性質
せいしつ

をもつ計画
けいかく

です。  

  一つ
ひと

は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基づく
もと

、障害者
しょうがいしゃ

に関する
かん

施策
しさく

の方向性
ほうこうせい

等
とう

を定める
さだ

基本的
きほんてき

な計画
けいかく

であ

る「障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」です。 

  もう一つ
ひと

は、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

に基づき
もと

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

におけるサービス
さーびす

ごとに、必要
ひつよう

な利用
りよう

の

見込み量
 みこ  りょう

を定め
さだ

、その円滑
えんかつ

な実施
じっし

の確保
かくほ

を進めて
すす

いくことを定める
さだ

「障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

」です。 

  第３期
だい  き

においても、引き続き
ひ   つづ

、横浜市
よこはまし

における施策
せさく

と、国
くに

で定める
さだ

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さーびす

の連携
れんけい

を図って
はか

いく必要
ひつよう

があることから、この二つ
ふた

の計画
けいかく

を一体的
いったいてき

に策定
さくてい

していきます。 

 

  障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

は、特別
とくべつ

な存在
そんざい

ではなく、障害
しょうがい

のあるなしに係わらず
かか

、一人
ひとり

の市民
しみん

として、

住み慣れた
す   な

地域
ちいき

で、当たり前
あ     まえ

のように生活
せいかつ

していけるまちを実現
じつげん

していくことが必要
ひつよう

です。 

  そのために、第３期
だい  き

では、「自己
じこ

選択
せんたく

・自己
じこ

決定
けってい

のもと、住み慣れた
す    な

地域
 ちいき

で、安心
あんしん

して、学び
まな

・

育ち
そだ

・暮らして
 く

いくことができるまち、ヨコハマ
    よこはま

を目指す
  めざ

」を基本
きほん

目標
もくひょう

として掲げ
かか

、障害
しょうがい

福祉
ふくし

施策
せさく

を着実
ちゃくじつ

に進めて
すす

いきます。 

 

２ 計画
けいかく

の位置
い ち

づけ   

 （１）計画
けいかく

期間
き か ん

                                 

   第２期
だい   き

のプラン
  ぷらん

は、平成
へいせい

21年度
ねんど

から 26年度
ねんど

までの６年間
  ねんかん

を計画
けいかく

期間
きかん

として策定
さくてい

しました。 

   そして、24年度
ねんど

には、障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

部分
ぶぶん

について、３年
  ねん

を１期
   き

として作成
さくせい

することとし

ている国
くに

の基本
きほん

方針
ほうしん

に基づき
もと

、全体
ぜんたい

の見直し
みなお

を行い
おこな

、第２期
だい     き

の改定版
かいていばん

を策定
さくてい

しました。 

   第３期
だい     き

についても、第２期
だい    き

と同じく
おな

、中
ちゅう

・長期的
ちょうきてき

なビジョン
びじょん

をもって施策
せさく

を進めて
すすめて

いく

ために、計画
けいかく

期間
きかん

を６年間
  ねんかん

として策定
さくてい

していきます。 

   また、障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画部分
けいかくぶぶん

については、３年後
  ねんご

に見直し
みなお

を実施
じっし

します。 

   そのほかにも、プラン
ぷらん

の進行
しんこう

管理
かんり

、進捗
しんちょく

について、適宜
てきぎ

、評価
ひょうか

を行い
おこな

、当該
とうがい

施策
せさく

・事業
じぎょう

の

必要性
ひつようせい

の検討
けんとう

、事業
じぎょう

規模
きぼ

や期間
きかん

等
とう

の見直し
みなお

を実施
じっし

します。 

   社会
しゃかい

情勢
じょうせい

の変化
へんか

やニーズ
にーず

の変化
へんか

に伴う
とも

新しい
あたら

課題
かだい

に、柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

するための施策
せさく

の

再構築
さいこうちく

なども併せて
あわ

実施
じっし

します。 

 



 

素案⾻⼦（案）P.２ 

 （２）他
た

計画
けいかく

との関係性
かんけいせい

 

   横浜市
よ こ は ま し

では、地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

で「地域
ち い き

の視点
し て ん

から高齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

、子ども
こ

等
など

の対象者
たいしょうしゃ

や、

保健
ほけん

の視点
してん

等
とう

に関する
かん

分野
ぶんや

別
べつ

計画
けいかく

に共通
きょうつう

する理念
りねん

、方針
ほうしん

、地域
ちいき

の取組
とりくみ

の推進
すいしん

方向
ほうこう

などを明示
めいじ

し、各対象者
かくたいしょうしゃ

全体
ぜんたい

の地域
ちいき

生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

を図る
はか

こと」を目指して
 めざ

います。  

   また、横浜市
よこはまし

においては、個
こ

別法
べつほう

を根拠
こんきょ

とする福祉
ふくし

保健
ほけん

の分野
ぶんや

別
べつ

計画
けいかく

として、横浜市
よこはまし

高齢者
こうれいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計画
けいかく

・介護
かいご

保険
ほけん

事業
じぎょう

計画
けいかく

（老人
ろうじん

福祉法
ふくしほう

、介護
かいご

保険法
ほけんほう

）、かがやけ横浜
よこはま

こども青少年
せいしょうねん

プラン
ぷらん

、健康
けんこう

横浜
よこはま

２１（健康
けんこう

増進法
ぞうしんほう

）があります。これに加えて
くわ

、横浜市
よこはまし

独自
どくじ

に「よこはま

保健
ほけん

医療
いりょう

プラン
ぷらん

」という本市
ほんし

の保健
ほけん

医療
いりょう

施策
せさく

に関する
かん

総合的
そうごうてき

な計画
けいかく

があります。 

   このように、障害
しょうがい

のあるなしに係わらず
かか

、地域
ちいき

での生活
せいかつ

を支援
しえん

するためには、人々
ひとびと

の

暮らし
 く

の場
 ば

である地域
ちいき

において、様々
さまざま

な取組
とりくみ

をそれぞれの関係性
かんけいせい

や相互
そうご

のつながり、全体
ぜんたい

の

総合性
そうごうせい

、連続性
れんぞくせい

といった視点
してん

で捉え
とら

、関連付けて
かんれんづ

行う
おこな

ことが、「地域
ちいき

福祉
ふくし

」の大事
だいじ

な視点
してん

で

す。 

   施策
しさく

の展開
てんかい

にあたっては、関係
かんけい

するそれぞれの分野
ぶんや

別
べつ

計画
けいかく

が、有機的
ゆうきてき

に連動
れんどう

していくこと

によって、一層
いっそう

の効果
こうか

があがってきます。 

   行政
ぎょうせい

分野
ぶんや

ごとの専門性
せんもんせい

を充実
じゅうじつ

させ、質
しつ

の高い
たか

施策
せさく

を展開
てんかい

していくとともに、関連
かんれん

する分野
ぶんや

を意識
いしき

し、整合性
せいごうせい

を図りながら
はか

取り組む
 と   く

ことを重視
じゅうし

していきます。 

 

【他計画との関係性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

名称

構成

横浜市障害者プラン（第２期）

障害福祉計画（第２期） 障害福祉計画（第３期）

第３期　横浜市障害者プラン

障害福祉計画（第４期） 障害福祉計画（第５期）

障害者計画（第２期） 障害者計画（第３期）

見直しの実施 見直しの実施

【地域福祉保健計画からの抜粋】 
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第
だい

Ⅱ
に

章
しょう

 横浜市
よ こ は ま し

における障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

の現 状
げんじょう

 

１ 横浜市
よこはまし

の各
かく

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

統計
とうけい

の推移
す い い

 

（１）横浜市
よこはまし

の障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

 

横浜市
よこはまし

発行
はっこう

の各障害者
かくしょうがいしゃ

手帳
てちょう

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

・愛
あい

の手帳
てちょう

（療育
りょういく

手帳
てちょう

）・精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

）

の平成
へいせい

26年
ねん

月
がつ

末
まつ

時点
じ て ん

での所持者数
しょじしゃすう

の合計
ごうけい

は、約
やく

１４万
まん

９千人
せんにん

（横浜市
よこはまし

全体
ぜんたい

人口比
じんこうひ

で４.０３ ％
ぱーせんと

）

となっています。 

 ２１年
ねん

は、約
やく

12万
まん

５千人
せんにん

でしたので、現在
げんざい

までに、約
やく

２万
まん

３千人
せんにん

増加
ぞ う か

したということになり

ます（増加率
ぞうかりつ

約
やく

１８．9 ％
ぱーせんと

）。表
ひょう

１からも年々
ねんねん

取得者数
しゅとくしゃすう

が伸
の

びていることが分
わ

かります。 

 また、表
ひょう

２から見
み

られるように、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

の増加率
ぞうかりつ

については、ここ数年
すうねん

３ ％
ぱーせんと

から４ ％
ぱーせんと

の 間
あいだ

を推
すい

移
い

しており、横浜市
よこはまし

人口
じんこう

の増加率
ぞうかりつ

と比べても増加率
ぞうかりつ

が大きい
お お き い

ことから、

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を所持
し ょ じ

する方
ほう

の割合
わりあい

が増えて
ふ え て

きているといえます。今後
こ ん ご

も社会
しゃかい

の高齢化
こうれいか

等
とう

と

相まって
あ い ま っ て

、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

の割合
わりあい

は増えて
ふ え て

いくことが推測
すいそく

されます。 

 

 

 

表１　横浜市人口と障害者手帳所持者数の比較

（３月末時点、ただし、横浜市人口のみ４月１日時点。以下同様）（人）

２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年

3,659,010 3,672,985 3,686,481 3,688,624 3,693,788 3,702,093

89,607 90,322 91,605 94,291 96,114 98,706

18,674 19,751 20,807 21,864 23,005 24,171

17,304 19,152 20,912 22,785 24,538 26,475

125,585 129,225 133,324 138,940 143,657 149,352

横浜市人口における障害者
手帳所持者数割合

3.43% 3.52% 3.62% 3.77% 3.89% 4.03%

身体障害者

知的障害者

手帳所持者全体

精神障害者

横浜市人口
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（2）障 害
しょうがい

別
べつ

の 状 況
じょうきょう

 

ア 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 

 身体
しんたい

障 害
しょうがい

については、各障害
かくしょうがい

状 況
じょうきょう

別
べつ

に内訳
うちわけ

を見て
み て

みると、肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

が最も
もっとも

多く
お お く

、次
つ

いで、

内部
な い ぶ

障 害
しょうがい

となっています。 

各障害
かくしょうがい

も年々
ねんねん

増加
ぞ う か

していますが、表
ひょう

３で見
み

られるように、その中
なか

でも、肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

と内部
な い ぶ

機能
き の う

障 害
しょうがい

の増加
ぞ う か

が大
おお

きくなっています。 

 また、表
ひょう

４から見
み

られるように、18歳
さい

から 65歳
さい

未満
み ま ん

の割合
わりあい

が横
よこ

ばいから減 少
げんしょう

しているのに対
たい

して、65歳
さい

以上
いじょう

の割合
わりあい

は、年々
ねんねん

増加
ぞ う か

しています。 

 
 

表２　横浜市人口と障害者手帳所持者数の増加数の比較 （人）

２１～２２年 ２２～２３年 ２３～２４年 ２４～２５年 ２５～２６年
13,975 13,496 2,143 5,164 8,305
(0.38%) (0.37%) (0.06%) (0.14%) (0.22%)

3,640 4,099 5,616 4,717 5,695

(2.90%) (3.17%) (4.21%) (3.39%) (3.96%)

（増加率）

（増加率）

手帳所持者の増加数

横浜市人口増加数



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

素案⾻⼦（案）P.５ 

 

イ 愛
あい

の手帳
てちょう

（療 育
りょういく

手帳
てちょう

） 

 知的
ち て き

障 害
しょうがい

については、表
ひょう

５から見
み

られるように、26年
ねん

３月
がつ

末
まつ

時点
じ て ん

では、21年
ねん

と比
くら

べ、５千人
せんにん

以上
いじょう

増
ふ

えてきています。中
なか

でも、Ｂ
ビー

２の手帳
てちょう

を所持
し ょ じ

している方
かた

が、約
やく

２千
せん

５百 人
ひゃくにん

と、全体
ぜんたい

の増加数
ぞうかすう

表３　身体障害者手帳　障害状況別推移 各年３月末時点（人）

２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年

6,276 6,227 6,177 6,400 6,441 6,435

7,582 7,630 7,764 7,987 8,083 8,321

49,146 49,408 49,647 50,706 51,519 52,813

25,717 26,172 27,132 28,252 29,114 30,173

89,607 90,322 91,605 94,291 96,114 98,706

表４　身体障害者手帳所持者数　年齢別推移 　各年度　３月末時点（人）

２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年
2,385 2,367 2,383 2,423 2,425 2,469

30,512 29,997 30,197 30,332 29,702 29,509
56,710 57,958 59,025 61,536 63,987 66,728
89,607 90,322 91,605 94,291 96,114 98,706

66.6% 67.6%全体における
65歳以上の割合

63.3% 64.2% 65.3%

18歳未満
18～65歳未満

65歳以上

計

64.4%

885 946886 885音声・言語・そしゃく機
能障害

内部障害

計

肢体不自由

視覚障害

聴覚･平衡機能障害

957 964



の約
やく

半数
はんすう

を占
し

めています。 

 また、 表
ひょう

６の年齢
ねんれい

別
べつ

推移
す い い

からは、全体
ぜんたい

の所持者数
しょじしゃすう

における各年齢
かくねんれい

の所持者数
しょじしゃすう

の割合
わりあい

が、この

６年間
ねんかん

を通
とお

して、ほぼ横
よこ

ばいとなっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表５　愛の手帳　障害程度別推移 各年３月末時点（人）

２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年

4,062 4,211 4,351 4,502 4,629 4,775
4,151 4,258 4,383 4,487 4,617 4,706
4,487 4,669 4,829 5,004 5,164 5,366
5,974 6,613 7,244 7,871 8,595 9,324

18,674 19,751 20,807 21,864 23,005 24,171

※参考　Ａ１…IQ20以下、A２…IQ21～35、B1…IQ36～50、B2…51～75

表６　愛の手帳所持者数の年齢別推移 各年３月末時点（人）

２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年

7,059 7,508 7,941 8,315 8,761 9,172
(37.8%) (38.0%) (38.2%) (38.0%) (38.1%) (37.9%)

11,173 11,770 12,377 13,010 13,636 14,312
(59.8%) (59.6%) (59.5%) (59.5%) (59.3%) (59.2%)

442 473 489 539 608 687
(2.4%) (2.4%) (2.4%) (2.5%) (2.6%) (2.8%)

18,674 19,751 20,807 21,864 23,005 24,171計

18歳未満

18～65歳未満

65歳以上

Ｂ２

計

Ａ１

Ａ２

Ｂ１
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ウ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 

 身体
しんたい

障 害
しょうがい

・知的
ち て き

障 害
しょうがい

・精神
せいしん

障 害
しょうがい

の３障 害
しょうがい

の手帳
てちょう

所持
し ょ じ

者
しゃ

のうち、この５年間
ねんかん

でもっとも増加
ぞ う か

してきているのが、精神
せいしん

障 害
しょうがい

です。表
ひょう

７から見
み

られるように、26年
ねん

３月
がつ

末
まつ

時点
じ て ん

では、21年
ねん

と比
くら

べ、９千人
せんにん

以上
いじょう

増
ふ

えており、特
とく

に２ 級
きゅう

が約
やく

５千人
せんにん

（約
やく

１．５倍
ばい

）増
ふ

えています。 

 また、表
ひょう

８の年齢
ねんれい

別
べつ

の手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

の推移
す い い

を見
み

てみると、20歳
さい

～65歳
さい

未満
み ま ん

の所持者数
しょじしゃすう

が大
おお

き

く増加
ぞ う か

してきている傾向
けいこう

に対
たい

し、20歳
さい

未満
み ま ん

の所持者数
しょじしゃすう

はほぼ横
よこ

ばい、65歳
さい

以上
いじょう

の所持者数
しょじしゃすう

は、

若 干
じゃっかん

の増加
ぞ う か

という傾向
けいこう

となっています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表７　精神障害者保健福祉手帳　等級別推移 各年３月末時点（人）

２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年

2,206 2,355 2,499 2,669 2,694 2,870
9,341 10,309 11,368 12,387 13,399 14,497
5,757 6,488 7,045 7,729 8,445 9,108

17,304 19,152 20,912 22,785 24,538 26,475計

１級

２級

３級

表８　精神障害者保健福祉手帳所持者の年齢別推移 各年３月末時点（人）

２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年

139 180 234 298 408 493
(0.8%) (0.9%) (1.1%) (1.3%) (1.7%) (1.9%)

15,111 16,649 18,156 19,663 20,952 22,355
(87.3%) (86.9%) (86.8%) (86.3%) (85.4%) (84.4%)

2,054 2,323 2,522 2,824 3,178 3,627
(11.9%) (12.1%) (12.1%) (12.4%) (13.0%) (13.7%)

17,304 19,152 20,912 22,785 24,538 26,475
※精神障害者保健福祉手帳については、１８歳未満での統計を取っていないため、２０未満としています。

20～65歳未満

65歳以上

計

20歳未満
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２ 第
だい

２期
き

の振
ふ

り返
がえ

り 

（１） 第
だい

２期
き

全体
ぜんたい

の構成
こうせい

について 

 第
だい

２期
き

では、障害者
しょうがいしゃ

が自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

のできる社会
しゃかい

の構築
こうちく

という視点
し て ん

を中心
ちゅうしん

とし、また、

障害者
しょうがいしゃ

の力
ちから

を存分
ぞんぶん

に発揮
は っ き

していくことを念頭
ねんとう

において「プラン
ぷ ら ん

でめざす社会
しゃかい

」を４つ設定
せってい

しま

した。 

 そして、その社会
しゃかい

を目指
め ざ

すために、第
だい

２期
き

計画
けいかく

として重点的
じゅうてんてき

に進
すす

めていく項目
こうもく

を７つの「重点
じゅうてん

施策
し さ く

」として取
と

りまとめました。また、ニーズ
に ー ず

把握
は あ く

調査
ちょうさ

などの結果
け っ か

、特
とく

に重要
じゅうよう

で緊急
きんきゅう

と思
おも

われ

る課題
か だ い

認識
にんしき

を「将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
し さ く

」としてまとめ、「親
おや

亡
な

き後
あと

の生活」・「高齢化
こうれいか

・

重度化
じゅうどか

」・「地域
ち い き

生活
せいかつ

のためのきめ細
こま

やかな対応
たいおう

」といった視点
し て ん

を柱
はしら

として、施策
し さ く

を着実
ちゃくじつ

に進
すす

め

てきました。 
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（２）第
だい

２期
き

で進
すす

めてきたこと 

 ア
あ

 将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
し さ く

 

あんしん施策
し さ く

は、「在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
て あ て

」の質的
しつてき

転換
てんかん

策
さく

として、平成
へいせい

22年度
ね ん ど

から進
すす

めている施策
し さ く

です。 

 「在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
て あ て

」とは、障害
しょうがい

のある方
かた

への在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

がほとんどなかった昭和
しょうわ

48 年につくられた制度
せ い ど

です。その後
ご

、30年
ねん

以上
いじょう

経過
け い か

する中
なか

で、障害
しょうがい

基礎
き そ

年金
ねんきん

の創設
そうせつ

や

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

や地域
ち い き

作業所
さぎょうじょ

、地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム
ほ ー む

、ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

など、在宅
ざいたく

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

が充実
じゅうじつ

し

てきました。 

 このような変化
へ ん か

のもと障害者
しょうがいしゃ

やその家族
か ぞ く

、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

などが参加
さ ん か

する「横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

」で「在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
て あ て

」のあり方
かた

について話
はな

し合
あ

いを重
かさ

ねました。その結果
け っ か

、

個人
こ じ ん

に支給
しきゅう

する手当
て あ て

を、多
おお

くの障害者
しょうがいしゃ

や家族
か ぞ く

が切実
せつじつ

に求
もと

めている「親
おや

亡
な

き後
あと

の生活
せいかつ

の安心
あんしん

」

「障害者
しょうがいしゃ

の高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

への対応
たいおう

」などの必要
ひつよう

な施策
し さ く

に転換
てんかん

すべきであると確認
かくにん

されました。 

 これらの声
こえ

を受
う

けて、本市
ほ ん し

では「在宅
ざいたく

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

手当
て あ て

」を廃止
は い し

して、その財源
ざいげん

を活用
かつよう

し、将来
しょうらい

にわたるあんしんのための施策
し さ く

に転換
てんかん

することとしました。そこで、それらの施策
し さ く

を進
すす

めていく

ための課題
か だ い

認識
にんしき

を示
しめ

すものとしてあんしん施策
し さ く

をとりまとめ、第
だい

２期
き

の横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

に

明記
め い き

しました。 

 

●親
おや

亡
な

き後
あと

も安心
あんしん

して地域
ち い き

生活
せいかつ

が送
おく

れる仕組
し く み

の構築
こうちく

 

 第
だい

２期
き

策
さく

定時
て い じ

の当事者
とうじしゃ

へのニーズ
に ー ず

把握
は あ く

調査
ちょうさ

などでは、「親
おや

亡
な

き後
あと

の不安
ふ あ ん

」や「将来
しょうらい

を見据
み す

えた

支援
し え ん

」などの要望
ようぼう

が多
おお

く聞
き

こえてきました。 



 それを受
う

けて、第
だい

２期
き

では、障害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らすために必要
ひつよう

な、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の見守
み ま も

りや障害
しょうがい

の不安
ふ あ ん

に関
かん

する相談
そうだん

等
とう

を行
おこな

う「後見的
こうけんてき

支援
し え ん

制度
せ い ど

」を開始
か い し

しました。 

 また、常
つね

に医療的
いりょうてき

ケア
け あ

が必要
ひつよう

な重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

の地域
ち い き

での暮
く

らしを支援
し え ん

する

ため、その支援
し え ん

機能
き の う

を一体的
いったいてき

に提供
ていきょう

できる拠点
きょてん

として、多機能型
た き の う が た

拠点
きょてん

の整備
せ い び

を開始
か い し

しました。 

 

●障害者
しょうがいしゃ

の高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

への対応
たいおう

 

 親
おや

亡
な

き後
あと

の不安
ふ あ ん

と並
なら

んで、多
おお

くの声
こえ

が寄
よ

せられたのが、「高齢化
こうれいか

に伴
ともな

って、これまで自分
じ ぶ ん

で出来
で き

ていたことが出来
で き

なくなる」といった、「障害者
しょうがいしゃ

の高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

」による将来
しょうらい

の不安
ふ あ ん

でした。 

 これを受
う

けて、第
だい

２期
き

では、障害
しょうがい

のある方
かた

が住
す

みなれた地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らせるために、

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

に長
なが

く住
す

み続
つづ

けられるよう、高齢化
こうれいか

や重度化
じゅうどか

にも対応
たいおう

できる支援
し え ん

体制
たいせい

について、

検討
けんとう

を進
すす

めてきました。 

 

●地域
ち い き

生活
せいかつ

のためのきめ細
こま

やかな対応
たいおう

 

 障害
しょうがい

のある方
かた

が住
す

みなれた地域
ち い き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

し続
つづ

けるために、地域
ち い き

でともに支
ささ

える仕組
し く

み

づくりなど、一人
ひ と り

ひとりの生活
せいかつ

を個別
こ べ つ

に支援
し え ん

するための取組
とりくみ

を充実
じゅうじつ

させていくことが必要
ひつよう

と考
かんが

え、各施策
かくしさく

を進
すす

めてきました。 

 第
だい

２期
き

では、障害者
しょうがいしゃ

の社会
しゃかい

参加
さ ん か

や活動
かつどう

範囲
は ん い

をさらに広
ひろ

げ、現行
げんこう

の移動
い ど う

支援
し え ん

策
さく

がより使
つか

いやす

く、必要
ひつよう

な人
ひと

に必要
ひつよう

な支援
し え ん

が適
てき

切
せつ

に行
おこな

われるように、移動
い ど う

支援
し え ん

施策
し さ く

体系
たいけい

の再構築
さいこうちく

に取
と

り組
く

みま

した。 

 また、障害
しょうがい

の種類
しゅるい

や程度
て い ど

に関
かか

わらず、安心
あんしん

して受診
じゅしん

することができるような医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

に向けて
む け て

、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

の障害
しょうがい

理解
り か い

を深
ふか

めるための研修
けんしゅう

等
とう

を実施
じ っ し

してきました。 

 
 



 

素案⾻⼦（案）P.９ 

 イ
い

 重点
じゅうてん

施策
し さ く

 

 第
だい

２期
き

の重点
じゅうてん

施策
し さ く

は、第
だい

１期
き

での振
ふ

り返
がえ

りから、各項目
かくこうもく

においては、第
だい

１期
き

に構築
こうちく

してきた

内容
ないよう

を、より充実化
じゅうじつか

させ、強化
きょうか

していくことが必要
ひつよう

と考
かんが

え、基本的
きほんてき

な方向性
ほうこうせい

を継承
けいしょう

しながら、

７つの項目
こうもく

を設定
せってい

し、進
すす

めてきました。 

 また、これらの重点
じゅうてん

施策
し さ く

を進
すす

めていくにあたっては、障害特性
しょうがいとくせい

や乳幼児期
にゅうようじき

～高齢期
こうれいき

における

それぞれのライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じた課題
か だ い

に対応
たいおう

していくという視点
し て ん

に立
た

って施策
し さ く

の充実化
じゅうじつか

に取
と

り組
く

んできました。 

 

●重点
じゅうてん

施策
し さ く

１ 普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

のさらなる充実
じゅうじつ

 

横浜市
よこはまし

では、障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も同
おな

じように地域
ち い き

で生活
せいかつ

することができる社会
しゃかい

を実現
じつげん

する

ためには、すべての人
ひと

が、疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

に対
たい

する正
ただ

しい理解
り か い

を深
ふか

めることが重要
じゅうよう

と考
かんが

え、当事者
とうじしゃ

や市民
し み ん

団体
だんたい

による普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

への支援
し え ん

等
とう

に取
と

り組
く

んできました。 

 第
だい

２期
き

では、市内
し な い

の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

関係
かんけい

団体
だんたい

・機関
き か ん

で組織
そ し き

する「セイフティーネットプロジェクト
せ い ふ て ぃ ー ね っ と ぷ ろ じ ぇ く と

」

への活動
かつどう

支援
し え ん

や、当事者
とうじしゃ

による市
し

庁舎
ちょうしゃ

等
など

でのパン
ぱ ん

販売
はんばい

を行
おこな

うことにより、障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そくしん

を図
はか

る「わたしは街
まち

のパン
ぱ ん

やさん」事業
じぎょう

を継続
けいぞく

して実施
じ っ し

してきました。 

 また、「障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

」の活用
かつよう

や、小学生
しょうがくせい

を対象
たいしょう

として、夏休
なつやす

み期間
き か ん

に車
くるま

いすの利用
り よ う

や点字
て ん じ

を読
よ

む体験
たいけん

を行
おこな

うなど、障害
しょうがい

理解
り か い

促進
そくしん

のためのイベント
い べ ん と

を開
かい

催
さい

しました。 

 さらには、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の児童
じ ど う

生徒
せ い と

が、居住地
きょじゅうち

の小中学校
ちゅうがっこう

の児童
じ ど う

生徒
せ い と

と一緒
いっしょ

に学
まな

ぶための仕組
し く

みである、「副学籍
ふくがくせき

の交流
こうりゅう

」を通
とお

した学齢期
がくれいき

への障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そくしん

など、さまざまな普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を進
すす

めてきました。 



 

●重点
じゅうてん

施策
し さ く

２ 相談
そうだん

支援
し え ん

システム
し す て む

の機能
き の う

強化
きょうか

 

 障害者
しょうがいしゃ

やその家族
か ぞ く

が、地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

ることができる社会
しゃかい

を実現
じつげん

するために、どこ

に相談
そうだん

しても適切
てきせつ

に課題
か だ い

解決
かいけつ

が 行
おこな

えるようにするため、情報
じょうほう

提供
ていきょう

から一般
いっぱん

相談
そうだん

、緊急性
きんきゅうせい

や

専門性
せんもんせい

を必要
ひつよう

とする相談
そうだん

を、一体的
いったいてき

に支援
し え ん

していく相談
そうだん

体制
たいせい

の構築
こうちく

・推進
すいしん

に取
と

り組
く

んできました。 

 第
だい

２期
き

では、相談
そうだん

支援
し え ん

システム
し す て む

を広
ひろ

めるために、各区
か く く

の「地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

」などを活用
かつよう

し

た相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の普及
ふきゅう

活動
かつどう

に取
と

り組
く

むとともに、相談
そうだん

業務
ぎょうむ

に係
かか

わる人材
じんざい

の育成
いくせい

を図
はか

るため、相談
そうだん

支援
し え ん

従事者
じゅうじしゃ

初任者
しょにんしゃ

研修
けんしゅう

及び
お よ び

現任者
げんにんしゃ

研修
けんしゅう

に加
くわ

え、事例
じ れ い

検討
けんとう

研修
けんしゅう

等
とう

を実施
じ っ し

してきました。また、

平成
へいせい

25年度
ね ん ど

に研 修
けんしゅう

体系
たいけい

の整理
せ い り

に向
む

けた取組
とりくみ

を開始
か い し

するなど、相談
そうだん

体制
たいせい

の推進
すいしん

をしてきました。 

 さらには、平成
へいせい

24年度
ね ん ど

に、当事者
とうじしゃ

相談
そうだん

を「ピア
ぴ あ

相談
そうだん

センター
せ ん た ー

」として一
ひと

つにまとめ、横浜
よこはま

ラポール
ら ぽ ー る

にある社会
しゃかい

参加
さ ん か

推進
すいしん

センター内
せ ん た ー な い

に設置
せ っ ち

し、平成
へいせい

25年度
ね ん ど

から相談員
そうだんいん

の相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

へ

の派遣
は け ん

を開始
か い し

しました。 

 

●重点
じゅうてん

施策
し さ く

３ 地域
ち い き

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支
ささ

えるしくみの構築
こうちく

 

 障害
しょうがい

のある方
かた

が、安心
あんしん

して地域
ち い き

での生活
せいかつ

を継続
けいぞく

していくためには、一人
ひ と り

ひとりの障害
しょうがい

特性
とくせい

や

意向
い こ う

を踏
ふ

まえた総合的
そうごうてき

な支援
し え ん

の仕組
し く

みを構築
こうちく

することが必要
ひつよう

と 考
かんが

え、施策
し さ く

に取
と

り組
く

んできまし

た。 

 第
だい

２期
き

では、「社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人型
ほうじんがた

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム
ほ ー む

」や「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

」，

「多機能型
た き の う が た

拠点
きょてん

」の整備
せ い び

など、ハード面
は ー ど め ん

の整備
せ い び

を着実
ちゃくじつ

に実施
じ っ し

するとともに、「障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシスタント
あ し す た ん と

事業
じぎょう

」の推進
すいしん

や「移動
い ど う

支援
し え ん

施策
し さ く

体系
たいけい

の再構築
さいこうちく

」を行う
おこなう

など、ソフト面
そ ふ と め ん

における事業
じぎょう

も着実
ちゃくじつ

に進
すす

め、地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
くら

らせるように、社会
しゃかい

資源
し げ ん

の充実化
じゅうじつか

を図
はか

ってきました。 

 また、安心
あんしん

できる住
す

まいの確保
か く ほ

をめざし、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の設置
せ っ ち

促進
そくしん

を図
はか

ってきました。 



素案⾻⼦（案）P.10 

●重点
じゅうてん

施策
し さ く

４ 医療
いりょう

環境
かんきょう

・医療
いりょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が地域
ち い き

社会
しゃかい

で生活
せいかつ

するためには、身近
み ぢ か

なところに安心
あんしん

して受診
じゅしん

できる医療
いりょう

機関
き か ん

があり、

適切
てきせつ

な医療
いりょう

を受
う

けられることが必要
ひつよう

と考
かんが

え、医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

んできました。 

 第
だい

２期
き

では、訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

施設
し せ つ

の看護師
か ん ご し

等
など

が障害
しょうがい

特性
とくせい

に対
たい

する知識
ち し き

や看護
か ん ご

・介護
か い ご

技術
ぎじゅつ

を習
しゅう

得
とく

するための研修
けんしゅう

を開催
かいさい

し、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

への障害
しょうがい

に係
かか

わる知識
ち し き

向上
こうじょう

を図
はか

りました。 

 また、在宅
ざいたく

療 養 中
りょうようちゅう

の重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児者
しょうがいじしゃ

の方
かた

が、家族
か ぞ く

による在宅
ざいたく

での療養
りょうよう

が一時的
いちじてき

に困難
こんなん

に

なった場合
ば あ い

、協 力
きょうりょく

医療
いりょう

機関
き か ん

に一時的
いちじてき

に入院
にゅういん

することができる「メディカルショートステイ
め で ぃ か る し ょ ー と す て い

事業
じぎょう

」

や、知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

の専門
せんもん

外来
がいらい

を実施
じ っ し

する精神科
せいしんか

医療
いりょう

機関
き か ん

に対
たい

し、「知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

対応
たいおう

専門
せんもん

外来
がいらい

」

運営費
うんえいひ

補助
ほ じ ょ

を新
あら

たに開始
か い し

するなど、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の医療
いりょう

環境
かんきょう

を整備
せ い び

してきました。 

 さらに、神奈川県
か な が わ け ん

精神
せいしん

神経科
しんけいか

診療
しんりょう

所
じょ

協会
きょうかい

の協 力
きょうりょく

を得
え

て、夜間
や か ん

、深夜
し ん や

、休日
きゅうじつ

に精神
せいしん

保健
ほ け ん

指定医
し て い い

に、精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

情報
じょうほう

窓口
まどぐち

の相談員
そうだんいん

が連絡
れんらく

をとり、精神
せいしん

症 状
しょうじょう

急変
きゅうへん

時
じ

の対応
たいおう

方法
ほうほう

について

相談
そうだん

ができる体制
たいせい

の確保
か く ほ

や救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

を図
はか

るなど、医療
いりょう

環境
かんきょう

・体制
たいせい

の充実化
じゅうじつか

を図
はか

っ

てきました。 

 

●重点
じゅうてん

施策
し さ く

５ 障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

の体制
たいせい

強化
きょうか

 

障害児
しょうがいじ

とその家族
か ぞ く

が、地域
ち い き

の中
なか

で安心
あんしん

して安定
あんてい

した生活
せいかつ

を送
おく

り、自
みずか

らの力
ちから

で自
みずか

らの生活
せいかつ

を切
き

り

開
ひら

いていくことができるようになるためには、早期
そ う き

療育
りょういく

体制
たいせい

の拡充
かくじゅう

や、学齢期
がくれいき

の障害児
しょうがいじ

に対
たい

す

る個別支援
し え ん

や集団
しゅうだん

活動
かつどう

支援
し え ん

の推進
すいしん

・強化
きょうか

などのサービス
さ ー び す

の充実化
じゅうじつか

が必要
ひつよう

と考
かんが

え、施策
し さ く

に取
と

り組
く

んできました。 

 第
だい

２期
き

では、療育
りょういく

相談
そうだん

支援
し え ん

などを行
おこな

う「地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

」を、新
あら

たに１か所
しょ

整備
せ い び

し、計
けい

８

か所
しょ

とし、療育
りょういく

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、地域
いき

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

に専門
せんもん

スタッフ
す た っ ふ

を配置
は い ち

するこ



とで、学校
がっこう

への支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

も図
はか

りました。 

 また、学齢
がくれい

後期
こ う き

から成人期
せいじんき

への切
き

れ目
め

の無
な

い支援
し え ん

を目指
め ざ

すため、３か所目
し ょ め

となる中学校期
がっこうき

以降
い こ う

の学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

の対応
たいおう

を行う
おこなう

既存
き そ ん

専門
せんもん

機関
き か ん

を設置
せ っ ち

するとともに、関係局
かんけいきょく

が定期的
ていきてき

に課題
か だ い

共有
きょうゆう

・

検討
けんとう

を行
おこな

いました。 

 さらに、肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

に看護師
か ん ご し

を配置
は い ち

し、医療的
いりょうてき

ケア
け あ

体制
たいせい

整備
せ い び

等
とう

を実施
じ っ し

するなど、

サービス
さ ー び す

の充実化
じゅうじつか

を図
はか

ってきました。 

 

●重点
じゅうてん

施策
し さ く

６ 障害者
しょうがいしゃ

の就労支援
し え ん

の一層の拡充
かくじゅう

強化
きょうか

 

 働
はたら

くことを希望
き ぼ う

する方
かた

や働
はたら

く能力
のうりょく

がある障害者
しょうがいしゃ

が、当
あ

たり前
まえ

に働
はたら

ける社会
しゃかい

を実現
じつげん

するた

めには、企業
きぎょう

への障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そくしん

や、安心
あんしん

して働
はたら

き続
つづ

けるための定着
ていちゃく

支援
し え ん

などが必要
ひつよう

と考
かんが

え、

施策
し さ く

に取
と

り組
く

んできました。 

 第
だい

２期
き

では、就労
しゅうろう

相談
そうだん

、定着
ていちゃく

支援
し え ん

等
とう

を行
おこな

う「障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

」を、新
あら

たに１か所
しょ

整備
せ い び

し、市内
し な い

９か所
しょ

体制
たいせい

とするなど、就労
しゅうろう

支援
し え ん

の充実化
じゅうじつか

を図
はか

りました。 

 また、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

を広
ひろ

く啓
けい

発
はつ

するための「働
はたら

きたい！あなたのシンポジウム
し ん ぽ じ う む

」や、市内
し な い

企業
きぎょう

と就労
しゅうろう

支援
し え ん

機関
き か ん

をつなぐための「個別
こ べ つ

相談
そうだん

セミナー
せ み な ー

」を開催
かいさい

し、雇用
こ よ う

の場
ば

の拡大
かくだい

や企業
きぎょう

への障害
しょうがい

理解
り か い

を促進
そくしん

しました。 

 さらに、25年度
ね ん ど

の「障害
しょうがい

者優先
しゃゆうせん

調達
ちょうたつ

推進法
すいしんほう

」施行
し こ う

に 伴
ともな

い、横浜市
よこはまし

における「調達
ちょうたつ

方針
ほうしん

」

を策定
さくてい

し、区局
くきょく

等
など

の物品
ぶっぴん

・役務
え き む

の調達
ちょうたつ

において、障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

からの優先的
ゆうせんてき

な調達
ちょうたつ

を推進
すいしん

す

るなど、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の充実
じゅうじつ

も進
すす

めてきました。 
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●重点
じゅうてん

施策
し さ く

７ 発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

支援
し え ん

の体制
たいせい

整備
せ い び

 

 発達
はったつ

障害
しょうがい

についての社会的
しゃかいてき

な関心
かんしん

が高
たか

まりを見
み

せていることなどから、発達
はったつ

障害
しょうがい

に対
たい

する理

解の促進
そくしん

や発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

への支援
し え ん

の体系化
たいけいか

を図
はか

る必要
ひつよう

があると考
かんが

え、発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の支援
し え ん

等
とう

に関
かん

する検討
けんとう

を行
おこな

う委員会
いいんかい

でさまざまなご意見
い け ん

をいただきながら施策
し さ く

に取
と

り組
く

んできました。 

 第
だい

２期
き

では、発達
はったつ

障害
しょうがい

に関
かん

する相談
そうだん

支援
し え ん

、就労
しゅうろう

支援
し え ん

、発達
はったつ

支援
し え ん

、研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

等
とう

を行
おこな

う「発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

」が、市内
し な い

２区
く

において相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

を 巡
じゅん

回
かい

し、フォロー
ふ ぉ ろ ー

を 行
おこな

う

「サポートコーチ
さ ぽ ー と こ ー ち

事業
じぎょう

」をモデル
も で る

実施
じ っ し

し、地域
ち い き

の相談
そうだん

機関
き か ん

のスキルアップ
す き る あ っ ぷ

を図
はか

るとともに、相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

と発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

の連携
れんけい

を強化
きょうか

する仕組
し く

みの地盤
じ ば ん

を作りました。 

 また、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

に特化
と っ か

し、利用
り よ う

期間
き か ん

を制限
せいげん

したうえで、コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

が地域
ち い き

での生活
せいかつ

に

向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

う住
す

まいの場
ば

として「サポートホーム
さ ぽ ー と ほ ー む

事業
じぎょう

」を実施
じ っ し

しました。その他
た

、発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

を有
ゆう

しているものの、確定
かくてい

診断
しんだん

や障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

のない方々
かたがた

に対
たい

して、実践的
じっせんてき

な就労
しゅうろう

体験
たいけん

を

通
つう

じた自己
じ こ

理解
り か い

の場
ば

の提供
ていきょう

と支援
し え ん

手法
しゅほう

の開発
かいはつ

を目的
もくてき

とした「横浜市
よこはまし

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

事業
じぎょう

」

をモデル
も で る

実施
じ っ し

し、今後
こ ん ご

の発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

の検討
けんとう

を行うなど、発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

支援
し え ん

の体制
たいせい

整備
せ い び

を進
すす

めてきました。 

 

（３）第
だい

２期
き

を踏
ふ

まえた今後
こ ん ご

の施策
し さ く

推進
すいしん

の視点
し て ん

 

第
だい

２期
き

での取組
とりくみ

を踏
ふ

まえた今後
こ ん ご

の施策
し さ く

推進
すいしん

は、次
つぎ

の視点
し て ん

が重要
じゅうよう

と考
かんが

えられます。 

● 障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ

わせた支援
し え ん

やライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を一貫
いっかん

した支援
し え ん

の必要性
ひつようせい

 

第
だい

２期
き

では、身体
しんたい

・知的
ち て き

・精神
せいしん

の３障害
しょうがい

に加
くわ

えて、難病
なんびょう

や発達
はったつ

障害
しょうがい

、高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

などこ

れまでの障害
しょうがい

認定
にんてい

基準
きじゅん

ではとらえきれない方々
かたがた

のニーズ
に ー ず

にも対応
たいおう

できるよう、障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ



わせた支援
し え ん

を進
すす

めてきました。 

 また、「障害児
しょうがいじ

を育
そだ

てる家族
か ぞ く

が不安
ふ あ ん

や困難
こんなん

を感
かん

じることなく、適
てき

した教育
きょういく

を受
う

け、成長
せいちょう

し、本人
ほんにん

の自己
じ こ

選択
せんたく

と自己
じ こ

決定
けってい

ができる生活
せいかつ

支援
し え ん

と生活
せいかつ

基盤
き ば ん

の充実
じゅうじつ

」を図
はか

っていくことも計画
けいかく

に位置
い ち

づ

け、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じた支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を進
すす

めてきました。 

 

 しかし、障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合
あ

わせたきめ細
こま

かい対応
たいおう

がまだ十分
じゅうぶん

でなかったり、学齢期
がくれいき

における

支援
し え ん

が行
ゆ

き届
とど

いていない現状
げんじょう

があります。 

 また、現在
げんざい

のように少
すこ

しずつ地域
ち い き

における社会
しゃかい

資源
し げ ん

が整
ととの

ってきたなかで、障害者
しょうがいしゃ

が安心
あんしん

して

生活
せいかつ

し続
つづ

けていくためには、本人
ほんにん

が生活
せいかつ

における主体性
しゅたいせい

を獲得
かくとく

する力
ちから

（エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

）を、引
ひ

き出
だ

し、高
たか

めていくための支援
し え ん

も必要
ひつよう

です。 

 そこで、学齢期
がくれいき

における相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

や療育
りょういく

と教育
きょういく

との連携
れんけい

強化
きょうか

をはじめ、卒業後
そつぎょうご

の

企業
きぎょう

就労
しゅうろう

の促進
そくしん

や施設
し せ つ

等
とう

での福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の充実
じゅうじつ

などの、本人
ほんにん

のライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を通して
と お し て

一貫
いっかん

した支援
し え ん

の強化
きょうか

と、自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

のためには、個々
こ こ

の状 況
じょうきょう

に応
おう

じた本人
ほんにん

の主体性
しゅたいせい

を獲得
かくとく

する力
ちから

（エンパワメント
え ん ぱ わ め ん と

）への支援
し え ん

が基本
き ほ ん

という視点
し て ん

を持
も

って、施策
し さ く

に取
と

り組
く

んでいきます。 
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● 障害者
しょうがいしゃ

の高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

への対応
たいおう

 

高齢者
こうれいしゃ

の増加
ぞ う か

が進
すす

み、団塊
だんかい

の世代
せ だ い

が 75歳
さい

以上
いじょう

の後期
こ う き

高齢者
こうれいしゃ

となる「2025年
ねん

問題
もんだい

」に象 徴
しょうちょう

され

るように、今
こん

後
ご

１０数年間
すうねんかん

で、全国的
ぜんこくてき

に高齢化
こうれいか

が一層
いっそう

進
すす

んでいくことが予測
よ そ く

されています。横浜市
よこはまし

においても、2025年
ねん

には、約
やく

3.8人
にん

に１人
にん

が 65歳
さい

以上
いじょう

になることが見込
み こ

まれています。 

 そのような中
なか

で、障害者
しょうがいしゃ

は、比較的
ひかくてき

早
はや

い段階
だんかい

から高齢
こうれい

症 状
しょうじょう

が出現
しゅつげん

する方
かた

がいるといった声
こえ



が、現場
げ ん ば

の職員
しょくいん

から聞
き

こえてきています。高齢化
こうれいか

すると、体力
たいりょく

や運動
うんどう

機能
き の う

の低下
て い か

、病気
びょうき

への

抵抗力
ていこうりょく

などが弱
よわ

くなり、新
あら

たな病気
びょうき

やけがのリスク
り す く

も高
たか

くなります。それに加
くわ

えて、日常
にちじょう

生活
せいかつ

での主
おも

な身辺
しんぺん

動作
ど う さ

や活動
かつどう

、社会
しゃかい

生活
せいかつ

への参加
さ ん か

などに（急激
きゅうげき

な変化
へ ん か

でなくても）少
すこ

しずつ不自由
ふ じ ゆ う

さ

や困難性
こんなんせい

が増
ふ

えてくるため、見守
み ま も

りや介助
かいじょ

などの具体的
ぐたいてき

支援
し え ん

が不可欠
ふ か け つ

な状態
じょうたい

になります。今回
こんかい

の

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

のために実施
じ っ し

したアンケート
あ ん け ー と

では、「高齢化
こうれいか

で、これまでと同
おな

じように生活
せいかつ

環境
かんきょう

を続
つづ

けていけるかが不安
ふ あ ん

」といった声
こえ

があがっています 

 そのため、今後
こ ん ご

もこれまでと同様
どうよう

に「高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

」の進展
しんてん

を踏
ふ

まえた施策
し さ く

展開
てんかい

が求
もと

められ

ます。 

 また、障害者
しょうがいしゃ

本人
ほんにん

はもちろんのこと、親
おや

（家族
か ぞ く

）の高齢化
こうれいか

も考
かんが

えていかなくてはなりません。

これまで支
ささ

えていた家族
か ぞ く

の高齢化
こうれいか

により、本人
ほんにん

が従来
じゅうらい

通
どお

りの生活
せいかつ

を続
つづ

けることが難
むずか

しくなると

いったことが、今後
こ ん ご

さらに増
ふ

えていくことが予想
よ そ う

されます。 

 これらの問題
もんだい

に対応
たいおう

していくためには、現在
げんざい

の障害者
しょうがいしゃ

の生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

を丁寧
ていねい

に把握
は あ く

しながら、

家族
か ぞ く

を含
ふく

めて障害者
しょうがいしゃ

が地域
ち い き

で生活
せいかつ

していくことを支
ささ

える仕組
し く

みの充実
じゅうじつ

が求
もと

められます。 

 

● 将来
しょうらい

にわたるあんしん施策
し さ く

の継承
けいしょう

 

第
だい

２期
き

では、「あんしん施策
し さ く

」として、①親
おや

亡
な

き後
あと

も安心
あんしん

して地域
ち い き

生活
せいかつ

が送
おく

れる仕組
し く み

の構築
こうちく

、②

障害者
しょうがいしゃ

の高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

への対応
たいおう

、③地域
ち い き

生活
せいかつ

のためのきめ細
こま

かな対応
たいおう

という項目
こうもく

を中心
ちゅうしん

に、

様々
さまざま

な取組
とりくみ

を推進
すいしん

してきました。 

 しかし、「あんしん施策
し さ く

」を実施
じ っ し

して数年
すうねん

経
た

った今
いま

でも、未
いま

だにグループインタビュー
ぐ る ー ぷ い ん た び ゅ ー

や

アンケート
あ ん け ー と

からは、引
ひ

き続
つづ

いて、親
おや

亡
な

き後
あと

の不安
ふ あ ん

の解消
かいしょう

が求
もと

められている現状
げんじょう

があります。 

 今後
こ ん ご

も「あんしん施策
し さ く

」で確認
かくにん

された課題
か だ い

については、当事者
とうじしゃ

やご家族
ご か ぞ く

の方
かた

などのご意見
い け ん

をい



ただきながら、継続
けいぞく

して取
と

り組
く

んでいく必要
ひつよう

があると 考
かんが

えています。また、当事者
とうじしゃ

や家族
か ぞ く

の

ニーズ
に ー ず

をあらゆる場面
ば め ん

で継続
けいぞく

して把握
は あ く

していき、「あんしん施策
し さ く

」だけにとどまらず障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
し さ く

全体
ぜんたい

に広
ひろ

げ、一体的
いったいてき

に進
すす

めていくことで、多
おお

くの障害者
しょうがいしゃ

や家族
か ぞ く

の不安
ふ あ ん

に応
こた

えていくことが

重要
じゅうよう

であり、当然
とうぜん

のことながら、「あんしん施策
し さ く

」策
さく

定
てい

時
じ

の視点
し て ん

を継承
けいしょう

しながら、様々
さまざま

な施策
し さ く

展開
てんかい

を図
はか

っていきます。 

 

素案⾻⼦（案）P.13 

 

第
だ い

Ⅲ
３

章
しょう

 第３期
だ い ３ き

の基本
き ほ ん

目標
もくひょう

とテーマ
て ー ま

 

１ 第３期
だ い ３ き

の取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

 

第３期
だ い ３ き

は、障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

に係わらず
かか    

、すべての障害児
しょうがいじ

・者
もの

が一
いち

市民
しみん

として、当たり前
あたりまえ

の生活
せいかつ

環境
かんきょう

を自ら
みずか 

選択
せんたく

し、獲得
かくとく

していけることをねらいとした、基本
き ほ ん

目標
もくひょう

を設定
せってい

しています。 

 また、基本
き ほ ん

目標
もくひょう

の達成
たっせい

に向けて
む   

、生活
せいかつ

の場面
ば め ん

ごとに、５つの「テーマ
て ー ま

」を設定
せってい

し、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施策
せ さ く

の取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

を示しました
し め      

。 

 

≪第２期
だ い  き

の振り返り
ふ   か え  

≫ 

普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

のさらなる充実
じゅうじつ

 

障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

に係わる
か か   

イベント
い べ ん と

の実施
じ っ し

など、障害
しょうがい

理解
り か い

の活動
かつどう

を進めて
す す   

きました。しかし、まだ

「理解
り か い

が進んで
す す   

いない」という声
こえ

があります。 

 

相談
そうだん

支援
し え ん

システム
し す て む

の機能
き の う

強化
きょうか

 

各区
か く く

の地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

等
とう

で相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

と強化
きょうか

を進めて
す す   

きました。しかし、まだ「ど



こに相談
そうだん

したら良い
よ  

か分からない
わ      

」という声
こえ

があります。 

 

地域
ち い き

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支える
さ さ   

仕組み
し く  

の構築
こうちく

 

地域
ち い き

のハード面
は ー ど め ん

・ソフト面
そ ふ と め ん

における社会
しゃかい

資源
し げ ん

整備
せ い び

を進め
す す  

、充実
じゅうじつ

してきています。しかし、まだ

「制度
せ い ど

が複雑
ふくざつ

で、分からない
わ     

」「障害
しょうがい

に合った
あ   

住まい
す   

がほしい」などの声
こえ

があります。 

 

医療
いりょう

環境
かんきょう

・医療
いりょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

への障害
しょうがい

理解
り か い

や、看護師
か ん ご し

への障害
しょうがい

特性
とくせい

の知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

を習得
しゅうとく

する研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

してき

ました。しかし、まだ「身近
み ぢ か

でかかれる医療
いりょう

機関
き か ん

がない」という声
こえ

があります。 

 

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

の体制
たいせい

強化
きょうか

 

 地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

の整備
せ い び

を進め
す す  

、療育
りょういく

体制
たいせい

を拡充
かくじゅう

しました。しかし、障害
しょうがい

のあるこどもの

割合
わりあい

が増えて
ふ   

きており、まだ「早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

の充実
じゅうじつ

」を求める
も と   

声
こえ

があります。 

 

障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

の一層
いっそう

の拡充
かくじゅう

強化
きょうか

 

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

の増設
ぞうせつ

など、障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

を進めました
す す     

。しかし、企業
きぎょう

等
とう

の法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

の引き上げ
ひ  あ  

等
とう

、社会的
しゃかいてき

関心
かんしん

は高く
た か  

、依然として
い ぜ ん     

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

促進
そくしん

の声
こえ

が多く
お お  

あり、定着
ていちゃく

支援
し え ん

の

ニーズ
に ー ず

も高まって
た か     

います。 

 

発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

支援
し え ん

の体制
たいせい

整備
せ い び

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

に関する
か ん   

さまざまな検討
けんとう

を行い
おこな 

、相談
そうだん

支援
し え ん

や住まい
す   

の場
ば

、就労
しゅうろう

等
とう

に関する
か ん   

取組
とりくみ

を

進めて
す す   

きました。しかし、依然として
い ぜ ん    

障 害
しょうがい

特性
とくせい

に応じた
お う   

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

などを求める
も と   

声
こえ

があり

ます。 

 



≪今後
こ ん ご

、取り組む
と  く  

べき項目
こうもく

≫ 

課題
か だ い

①
１

<障害
しょうがい

理解
り か い

と相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の推進
すいしん

>
＞

 

 障害者
しょうがいしゃ

自身
じ し ん

が、他人
た に ん

の言動
げんどう

や対応
たいおう

・配慮
はいりょ

などで悩む
な や む

ことが多い
お お い

など、未だ
い ま  

障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そくしん

が

必要
ひつよう

な状 況
じょうきょう

です。 

 また、障害者
しょうがいしゃ

自身
じ し ん

が、その悩み
な や  

・不安
ふ あ ん

を相談
そうだん

できるような仕組み
し く  

や場所
ば し ょ

が、まだ十分
じゅうぶん

に認知
に ん ち

されていません。そこで、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の周知
しゅうち

や、わかりやすく、障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に応じた
お う   

情報
じょうほう

提供
ていきょう

、

緊急
きんきゅう

時
じ

も含めた
ふ く   

相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

等
とう

が必要
ひつよう

となっています。 

 

課題
か だ い

②
２

<
＜

障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に応じた
お う   

住まい
す   

の充実
じゅうじつ

>
＞

 

 障害者
しょうがいしゃ

が住みたい
す    

ところに住めない
す    

という 状 況
じょうきょう

が依然
い ぜ ん

としてあります。このような中
なか

、

高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

への対応
たいおう

だけでなく、知的
ち て き

の遅れ
お く  

のない発達
はったつ

障害
しょうがい

等
など

も含めた
ふ く   

障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

や生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

など、一人
ひ と り

ひとりに合った
あ   

住まい
す   

が選べる
え ら   

ような仕組み
し   

や支援
し え ん

が求められて
も と     

います。 

 

課題
か だ い

③
３

<
＜

安心
あんしん

して暮らせる
く    

生活
せいかつ

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

>
＞

 

 障害者
しょうがいしゃ

が安心
あんしん

して地域
ち い き

で生活
せいかつ

するためには、親
おや

亡き
な き

後
あと

の生活
せいかつ

の安心
あんしん

や、ハード
は ー ど

・ソフト面
そ ふ と め ん

で

のバリアフリーが進んだ
す す   

環境
かんきょう

が必要
ひつよう

となっています。 

 また、障害者
しょうがいしゃ

にとって身近
み ぢ か

な医療
いりょう

機関
き か ん

が未だ
い ま  

少なく
す く   

、気兼ね
き が  

なく医療
いりょう

を受ける
う   

ことができて

いません。そのため、医療
いりょう

を必要
ひつよう

としている障害者
しょうがいしゃ

が地域
ち い き

で生活
せいかつ

していくため、福祉
ふ く し

と医療
いりょう

を

繋ぐ
つ な  

施策
せ さ く

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。 

 

課題
か だ い

④
４

<
＜

療育
りょういく

・教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

>
＞

 

 障害児
しょうがいじ

が、横浜
よこはま

で安心
あんしん

して学び
ま な  

・育って
そ だ   

いくためには、近年
きんねん

増加
ぞ う か

している発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

を含めて
ふ く   

、



療育
りょういく

、学校
がっこう

、通所先
つうしょさき

などのより一層
いっそう

の連携
れんけい

充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

となっています。 

 また、幼児期
よ う じ き

から、学齢期
がくれいき

・成人期
せいじんき

・高齢期
こうれいき

までの一体的
いったいてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

のためには、そ

れを支える
さ さ   

人材
じんざい

の確保
か く ほ

と育成
いくせい

が欠かせません
か     

。 

 

課題
か だ い

⑤
５

<
＜

社会
しゃかい

参加
さ ん か

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

> 

  「働きたい
はたら    

」と願う
ね が  

障害者
しょうがいしゃ

と企業
きぎょう

等
とう

が求める
も と   

人材
じんざい

とには、差
さ

があることも多い
お お  

など、

マッチング
ま っ ち ん ぐ

の部分
ぶ ぶ ん

に課題
か だ い

があります。また、障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

に関して
か ん   

は生活面
せいかつめん

での安定
あんてい

も含めた
ふ く   

定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

となっています。 

 また、障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

などにより、企業
きぎょう

で働く
はたら 

ことが困難
こんなん

であっても、施設
し せ つ

での福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

や余暇
よ か

活動
かつどう

等
とう

の充実
じゅうじつ

により、社会
しゃかい

参加
さ ん か

が促進
そくしん

されるような仕組みづくり
し く     

も必要
ひつよう

です。 

 
 

素案⾻⼦（案）P.14 

基本
き ほ ん

目標
もくひょう

 

自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

のもと、住み慣れた
す  な   

地域
ち い き

で、安心
あんしん

して、学び
ま な  

・育ち
そ だ  

・暮らして
く    

いくことがで

きるまち、ヨコハマ
よ こ は ま

を目指す
め ざ  

 

 

テーマ
て ー ま

１ 出会う
で あ  

・つながる・助け合う
た す  あ   

 

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

…持続的
じぞくてき

な普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の促進
そくしん

、学齢期
がくれいき

への重点的
じゅうてんてき

な普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

相談
そうだん

支援
し え ん

…相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の再構築
さいこうちく

及び
お よ  

推進
すいしん

 

情報
じょうほう

の保障
ほしょう

…行政
ぎょうせい

情報
じょうほう

における合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の確立
かくりつ

 

災害
さいがい

対策
たいさく

…災害
さいがい

時
じ

の自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

・公
こう

助
じょ

の仕組み
し く  

の浸透
しんとう

 

 



テーマ
て ー ま

２ 住む
す  

、そして暮らす
く   

 

住まい
す   

…障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に合わせた
あ    

住まい
す   

の充実
じゅうじつ

、高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

を踏まえた
ふ    

住まい
す    

の構築
こうちく

 

暮らし
く   

…地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支える
さ さ   

仕組み
し く  

の充実
じゅうじつ

、本人
ほんにん

の生
せい

活力
かつりょく

を引き出す
ひ  だ  

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

 

テーマ
て ー ま

３ 毎日
まいにち

を安心
あんしん

して健やか
す こ   

に過ごす
す   

 

健康
けんこう

医療
いりょう

…医療
いりょう

環境
かんきょう

のさらなる整備
せ い び

、障害者
しょうがいしゃ

も参加
さ ん か

しやすい保健
ほ け ん

施策
せ さ く

の検討
けんとう

、救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

バリアフリー
ば り あ ふ り ー

…さらなるバリアフリー
ば り あ ふ り ー

の推進
すいしん

 

権利
け ん り

擁護
よ う ご

…虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組み
と り く  

の浸透
しんとう

、差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

に基づく
も と   

取組み
と り く  

、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

 

 

テーマ
て ー ま

４ いきる力
ちから

を学び
ま な  

・育む
はぐく 

 

療育
りょういく

…
・

早期
そ う き

療育
りょういく

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

、学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

の支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

教育
きょういく

…療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切れ目
き  め

のない支援
し え ん

、教育
きょういく

環境
かんきょう

・教育
きょういく

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

、教育
きょういく

か

ら就労
しゅうろう

への支援
し え ん

 

人材
じんざい

確保
か く ほ

育成
いくせい

…障害
しょうがい

福祉
ふ く し

従事者
じゅうじしゃ

の確保
か く ほ

と育成
いくせい

、当事者
とうじしゃ

による支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

 

テーマ
て ー ま

５ 働く
はたら 

・活動
かつどう

する・余暇
よ か

を楽しむ
た の   

 

就労
しゅうろう

…一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の促進
そくしん

と雇用後
こ よ う ご

の定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

、福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から企業
きぎょう

就労
しゅうろう

へ 

福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

…作業
さぎょう

の充実
じゅうじつ

と工賃
こうちん

向上
こうじょう

 

日中
にっちゅう

活動
かつどう

…日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の拡充
かくじゅう

 

移動
い ど う

支援
し え ん

…移動
い ど う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

による社会
しゃかい

参加
さ ん か

の促進
そくしん

 

余暇
よ か

活動
かつどう

…文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

、スポーツ
す ぽ ー つ

活動
かつどう

の推進
すいしん
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２ 生活
せいかつ

の場面
ば め ん

ごとのテーマ
て ー ま

 

１ 出会う
で あ  

・つながる・助け合う
た す  あ  

 

幼少期
ようしょうき

、学齢期
がくれいき

から障害
しょうがい

のある方々
かたがた

と出会い
で あ  

・つながり、相互
そ う ご

理解
り か い

を深めて
ふ か   

いくことで、障害
しょうがい

の特性
とくせい

や、対応
たいおう

などをお互い
 た が  

に理解
り か い

し、日ごろ
ひ   

の生活
せいかつ

から災害
さいがい

等
とう

の緊急
きんきゅう

時
じ

にも支えあい
さ さ    

・

助け合う
たす  あ  

ことができるまち、ヨコハマ
よ こ は ま

を目指します
め ざ    

。 

 そのためには、障害
しょうがい

のある人
ひと

たちの生活
せいかつ

を支え
さ さ  

、困った
こ ま   

ときにいつでも相談
そうだん

できる場所
ば し ょ

や、

どこに相談
そうだん

しても適切
てきせつ

に対応
たいおう

できる支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

することが必要
ひつよう

です。 

 また、障害
しょうがい

特性
とくせい

に応じて
お う   

、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を適切
てきせつ

に発信
はっしん

するとともに、障害
しょうがい

理解
り か い

に向けた
む   

普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の整理
せ い り

と相談
そうだん

窓口
まどぐち

の明確化
めいかくか

、平成
へいせい

28年
ねん

４月
 が つ

施行
せ こ う

となる障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

を

踏まえた
ふ    

行 政
ぎょうせい

から発信
はっしん

する情報
じょうほう

の保障
ほしょう

及び
お よ  

災害
さいがい

への備え
そ な  

を進めて
す す   

いきます。 

 

≪当事者
とうじしゃ

からの主
おも

な意見
い け ん

≫ 

・どんなことに困る
こ ま  

のかを体験
たいけん

してもらうことが大事
だ い じ

。障害
しょうがい

が多様
た よ う

であることを知って
し   

 

 もらいたい。 

・何
なに

かあったら聞いて
き   

くださいといわれるが、何
なに

が分からない
わ     

のかが分からない
わ    

。 

・防災
ぼうさい

訓練
くんれん

などの情報
じょうほう

が、あとで回って
ま わ   

きた町内会
ちょうないかい

の回覧板
かいらんばん

などで知った
し   

（後
あと

で知った
し   

）。 

 地域
ち い き

防災
ぼうさい

拠点
きょてん

における訓練
くんれん

について、触れ合わない
ふ  あ    

と、理解
り か い

してもらえない。 

 

（１）普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に地域
ち い き

で安心
あんしん

して自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送る
お く  

ことができる社会
しゃかい

を目指して
め ざ   

、



疾病
しっぺい

や障害
しょうがい

に対する
た い   

正しい
た だ   

理解
り か い

の促進
そくしん

に努めて
つ と   

きました。しかし、グループインタビュー
ぐ る ー ぷ い ん た び ゅ ー

や

アンケート
あ ん け ー と

結果
け っ か

では、外出
がいしゅつ

時
じ

に嫌
いや

な思い
お も  

をしたり、他人
た に ん

の言動
げんどう

や対応
たいおう

で悩む
な や  

との意見
い け ん

もあり、

まだまだ障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

への正しい
た だ   

理解
り か い

や配慮
はいりょ

は求められて
も と      

います。 

  

 そこで、引き続き
ひ  つ づ  

幼少期
ようしょうき

、学齢期
がくれいき

から障害
しょうがい

を理解
り か い

し、交流
こうりゅう

を深められる
ふ か     

よう相互
そ う ご

理解
り か い

に向けた
む   

教育
きょういく

や取り組み
と  く  

を進めて
す す   

いきます。また、地域
ち い き

住民
じゅうみん

への啓発
けいはつ

、住民
じゅうみん

との交流
こうりゅう

や、日頃
ひ ご ろ

の生活
せいかつ

の中
なか

でふれあえる仕組みづくり
し く     

など、さまざまな取り組み
と  く  

を通じて
つ う   

障害
しょうがい

理解
り か い

を進めていきます。  

                                            

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■持続的
じぞくてき

な普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の促進
そくしん

 

 ■学齢期
がくれいき

への重点的
じゅうてんてき

な普及
ふきゅう

啓発
けいはつ
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（２）相談
そうだん

支援
し え ん

 

障害者
しょうがいしゃ

やその家族
か ぞ く

が、地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送る
お く  

ことができる社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向けて
む   

、どこに相談
そうだん

しても適切
てきせつ

に課題
か だ い

解決
かいけつ

が行える
おこな  

よう、体制
たいせい

整備
せ い び

を進めて
す す   

きました。しかし、障害者
しょうがいしゃ

が困った
こ ま   

と

きに相談
そうだん

する場所
ば し ょ

としては、依然として
い ぜ ん     

区
く

役所
やくしょ

が中心
ちゅうしん

であり、区
く

役所
やくしょ

以外
い が い

の相談
そうだん

機関
き か ん

がまだま

だ認知
に ん ち

されていない状 況
じょうきょう

で、どこに相談
そうだん

したら良い
よ  

か分からない
わ     

という意見
い け ん

も多く
お お  

聞かれます
き    

。

このように、相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の周知
しゅうち

など、相談
そうだん

における社会
しゃかい

資源
し げ ん

の整理
せ い り

とわかりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

とともに、相談
そうだん

支援
し え ん

のプロセス
ぷ ろ せ す

の中
なか

で、本人
ほんにん

の解決
かいけつ

する力
ちから

を高めて
た か   

いくことが求められて
も と     

いま

す。 

  

 そこで、どこに相談
そうだん

しても、各相談
かくそうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

等
とう

が連携
れんけい

して対応
たいおう

できる仕組みづくり
し く     

を進める
す す   

と



ともに、横浜市
よこはまし

がこれまで構築
こうちく

してきた相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の全体像
ぜんたいぞう

を整理
せ い り

します。さらに、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

を活用
かつよう

して障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

が希望
き ぼ う

する暮らし
く   

を実現
じつげん

するため、本人
ほんにん

の主体性を高めながら
た か      

、

生活
せいかつ

全体
ぜんたい

の目標
もくひょう

等
など

をまとめたサービス
さ ー び す

利用
り よ う

計画
けいかく

の推進
すいしん

をしていきます。 

 また、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

支援
し え ん

における地域
ち い き

課題
か だ い

を検討
けんとう

するため、各区
か く く

で実施
じ っ し

している地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

の機能
き の う

強化
きょうか

と活性化
かっせいか

を図り
は か  

、地域性
ちいきせい

を踏まえた
ふ    

体制
たいせい

やネットワークづくり
ね っ と わ ー く    

を支援
し え ん

します。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■相談
そうだん

支援
し え ん

体制
たいせい

の再構築
さいこうちく

及び
お よ  

推進
すいしん

 

 

（３）情報
じょうほう

の保障
ほしょう

 

情報化
じょうほうか

社会
しゃかい

の発展
はってん

に伴い
ともな 

、携帯
けいたい

電話
で ん わ

、スマートフォン
す ま ー と ふ ぉ ん

、パソコン
ぱ そ こ ん

など情報
じょうほう

機器
き き

をはじめ、情報
じょうほう

の伝達
でんたつ

や入手
にゅうしゅ

の方法
ほうほう

は多様化
た よ う か

してきました。しかし、障害
しょうがい

のある方
かた

はその特性
とくせい

により、情報
じょうほう

入手
にゅうしゅ

に困難
こんなん

を伴う
ともな 

場合
ば あ い

があります。また、行政
ぎょうせい

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

にあたり、情報
じょうほう

が遅滞
ち た い

なく確実
かくじつ

に

伝わる
つ た   

ことが求められて
も と      

います。 

  

 そこで、障害
しょうがい

の特性
とくせい

に対応
たいおう

した情報
じょうほう

の発信
はっしん

や、障害者
しょうがいしゃ

が生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を取得
しゅとく

するため

の支援
し え ん

を行います
おこな    

。障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の趣旨
し ゅ し

を基本
き ほ ん

としながら、横浜市
よこはまし

からの情報
じょうほう

発信
はっしん

や、

関係
かんけい

機関
き か ん

、民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

による情報
じょうほう

発信
はっしん

の取り組み
と  く  

が行われる
お こ な    

ための方策
ほうさく

を検討
けんとう

します。 

 また、適切
てきせつ

な情報
じょうほう

の保障
ほしょう

が担保
た ん ぽ

されることを含め
ふ く  

、障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

の対応
たいおう

にかかる相談
そうだん

機関
き か ん

の設置
せ っ ち

を検討
けんとう

します。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■行政
ぎょうせい

情報
じょうほう

における合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の確立
かくりつ
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（４）災害
さいがい

対策
たいさく

 

災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

に、要援護者
ようえんごしゃ

の安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

等
とう

が迅速
じんそく

に行える
おこな  

災害
さいがい

時
じ

要援護者
ようえんごしゃ

支援
し え ん

の推進
すいしん

や、災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

に安心
あんしん

して避難所
ひなんじょ

で生活
せいかつ

ができるよう、障害児
しょうがいじ

・者等
しゃとう

のための二次的
に じ て き

な避難所
ひなんじょ

である特別
とくべつ

避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

等
とう

への備蓄
び ち く

や小中学校
しょうちゅうがっこう

などの地域
ち い き

防災
ぼうさい

拠点
きょてん

への多目的
たもくてき

トイレ
と い れ

の整備
せ い び

などを行って
おこな   

きまし

た。 

 しかし、近年
きんねん

の防災
ぼうさい

意識
い し き

の高まり
た か   

から、現在
げんざい

の避難所
ひなんじょ

（地域
ち い き

防災
ぼうさい

拠点
きょてん

）へは、行く
い  

ことができ

ない、避難所
ひなんじょ

で障害者
しょうがいしゃ

自身
じ し ん

がどう過ごして
す    

いけるか不安
ふ あ ん

が多い
お お  

など、障害者
しょうがいしゃ

の被災
ひ さ い

時
じ

の支援
し え ん

体制
たいせい

について、対応
たいおう

が求められて
も と      

います。 

  

 そこで、災害
さいがい

時
じ

でも、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の避難所
ひなんじょ

で、安心
あんしん

して避難
ひ な ん

生活
せいかつ

が送れる
お く   

よう、障害
しょうがい

特性
とくせい

に

応じた
お う   

対応
たいおう

が行える
おこな   

ようにするための情報
じょうほう

提供
ていきょう

のあり方
  か た

や、地域
ち い き

での防災
ぼうさい

訓練
くんれん

に障害者
しょうがいしゃ

がと

もに参加
さ ん か

できるような、自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

への支援
し え ん

等
など

も含め
ふ く  

検討
けんとう

します。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■災害
さいがい

時
じ

の自助
じ じ ょ

・共助
きょうじょ

・公
こう

助
じょ

の仕組み
し く  

の浸透
しんとう
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2
２

 住む
す  

、そして暮らす
く   

 

社会
しゃかい

資源
し げ ん

の充実
じゅうじつ

は進んで
す す   

きていますが、障害者
しょうがいしゃ

が、自分
じ ぶ ん

の障害
しょうがい

にあった暮らし
く   

を選択
せんたく

するこ

とが、まだまだ十分
じゅうぶん

できているとは言えません
い    

。 

 どんな障害
しょうがい

があっても、できる限り
か ぎ  

、自ら
みずか 

「住まい
す   

の場
ば

」を選択
せんたく

し、住みなれた
す     

地域
ち い き

で安心
あんしん

し



て暮らし
く   

・生活
せいかつ

し続ける
 つ づ   

ことができるまち、ヨコハマ
よ こ は ま

を目指します
め ざ    

。 

  

 そのためには、まず「住まい
す   

の場
ば

」を確保
か く ほ

することが必要
ひつよう

です。そして、そこで暮らし続けて
く   つ づ   

いくために毎日
まいにち

の生活
せいかつ

を通じて
つ う   

、課題
か だ い

を明きらか
あ   

にしていくことが重要
じゅうよう

です。障害
しょうがい

特性
とくせい

の理解
り か い

に合わせて
あ    

、その課題
か だ い

を解
かい

決する
けつ   

ための施策
せ さ く

を充実
じゅうじつ

させていくことが求められて
も と     

います。その

ためには、多様
た よ う

な形態
けいたい

の住まい
す   

のあり方
   かた

や、地域
ち い き

での充実
じゅうじつ

した生活
せいかつ

の実現
じつげん

に必要
ひつよう

となる施策
せ さ く

を

検討
けんとう

していきます。 

 

≪当事者
とうじしゃ

からの主
おも

な意見
い け ん

≫ 

・自分
じ ぶ ん

の生
せい

活力
かつりょく

が上がって
あ    

不安
ふ あ ん

がなくなったら、いずれはグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を出て
で  

ひとり暮らし
ぐ   

 

 をしてみたい。そして、色々
いろいろ

なところに自由
じ ゆ う

に外出
がいしゅつ

したい。 

・障害
しょうがい

が重くて
お も   

も、家族
か ぞ く

の支援
し え ん

さえあれば、在宅
ざいたく

で生活
せいかつ

できる。施設
し せ つ

かグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

かでは 

 なく、在宅
ざいたく

生活
せいかつ

の幅
はば

を広げて
ひ ろ   

いくことも一つ
ひ と  

の方法
ほうほう

。 

 

（１）住まい
す   

 

住まい
す   

は、生活
せいかつ

の基本
き ほ ん

であり、誰
だれ

もが可能
か の う

な限り
か ぎ  

住み慣れた
す  な   

場所
ば し ょ

で住み続けられる
す  つ づ     

ようになって

いることが望まれます
の ぞ     

。しかし、障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

や高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

により、今
いま

の住まい
す   

で住み続ける
す  つ づ   

ことが困難
こんなん

になる場合
ば あ い

も想定
そうてい

されます。そのような場合
ば あ い

でも、障害
しょうがい

の状態
じょうたい

やその時々
ときどき

の本人
ほんにん

の

状態
じょうたい

に合った
あ   

ところで生活
せいかつ

できるような仕組み
し く  

が求められて
も と      

います。 

  

 そこで、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

や 状 況
じょうきょう

に適した
て き   

場所
ば し ょ

に住む
す  

ことができるなど、様々
さまざま

なニーズ
に ー ず

に

応えられる
こ た     

よう、高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

や多様
た よ う

な形態
けいたい

の住まい
す   

についての検討
けんとう

を進めて
す す   

いきます。 



◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

にあわせた住まい
す   

の選択肢
せんたくし

の充実
じゅうじつ

 

 ■高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

を踏まえた
ふ    

住まい
す   

の構築
こうちく

   

 

素案⾻⼦（案）P.20 

（２）暮らし
く

 

当事者向け
と う じ し ゃ む  

に実施
じ っ し

したアンケート
あ ん け ー と

から、今後
こ ん ご

の希望
き ぼ う

する生活
せいかつ

について、基本的
きほんてき

に「現在
げんざい

の生活
せいかつ

を

変えたく
か    

ない」と考えて
かんが   

いる方
かた

が多い
お お  

という結果
け っ か

がでています。このことから、住み慣れた
す  な   

住まい
す   

で、引き続き
ひ  つ づ  

、生活
せいかつ

していけるような支援
し え ん

が求め
も と  

られています。 

  

 そこで、自ら
みずか 

選択
せんたく

した住まい
す   

で、安心
あんしん

して暮らして
く    

いけるように、暮らし
く   

（生活
せいかつ

）における課題
か だ い

を解決
かいけつ

するための施策
せ さ く

を推進
すいしん

するとともに、本人
ほんにん

の生
せい

活力
かつりょく

を引き出す
ひ  だ  

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図って
は か っ て

いき

ます。 

 また、医療的
いりょうてき

ケア
け あ

等
など

専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

な方
かた

に対する
た い   

施策
せ さ く

についても検討
けんとう

していきます。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支える
さ さ   

仕組み
し く  

の充実
じゅうじつ

 

 ■本人
ほんにん

の生
せい

活力
かつりょく

を引き出す
ひ  だ  

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

 

素案⾻⼦（案）P.21 

３ 毎日
まいにち

を安心
あんしん

して健やか
す こ   

に過ごす
す   

 

毎年
まいとし

実施
じ っ し

する市民
し み ん

意識
い し き

調査
ちょうさ

において、心配
しんぱい

ごとや困って
こ ま   

いることとして「自分
じ ぶ ん

の病気
びょうき

や老後
ろ う ご

のこ

と」を挙げる
あ   

方
ほう

が最も
もっと 

多く
お お  

、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

にとっても健康
けんこう

や生活上
せいかつじょう

の不安
ふ あ ん

解消
かいしょう

が課題
か だ い



であることや、障害
しょうがい

のあるわが子
  こ

が「親
おや

亡き
な  

後
あと

」にどうやって生きて
い   

いくのかも大きな
お お   

課題
か だ い

で

す。 

 障害
しょうがい

のあるなしに係わらず
か か    

、お互い
 た が  

を尊重
そんちょう

し、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の誰
だれ

もが、毎日
まいにち

を安心
あんしん

して過ごし
す   

、

健やか
す こ   

に育ち
そ だ  

、ともに生きて
い   

いくことができるまちを目指して
め ざ   

いきます。 

 そのために、「よこはま保健
ほ け ん

医療
いりょう

プラン
ぷ ら ん

2013
２０１３

」や「第 2 期
だ い  き

健康
けんこう

横浜
よこはま

21」にも位置づけられて
い ち      

い

る「医療
いりょう

受診
じゅしん

環境
かんきょう

の向上
こうじょう

」や「障害
しょうがい

特性
とくせい

を踏まえた
ふ    

心身
しんしん

の健康
けんこう

対策
たいさく

」等
など

を推進
すいしん

し、かつ、在宅
ざいたく

の障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の福祉
ふ く し

・保健
ほ け ん

・医療
いりょう

のネットワーク
ね っ と わ ー く

の構築
こうちく

等
など

を進めて
す す   

いきます。 

 また、生活
せいかつ

環境
かんきょう

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

や権利
け ん り

擁護
よ う ご

の推進
すいしん

は引き続き
ひ  つ づ  

必要
ひつよう

であり、制度
せ い ど

やハード面
は ー ど め ん

で

の整備
せ い び

と併せ
あ わ  

、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の誰
だれ

もが毎日
まいにち

を安心
あんしん

して過ごす
す   

ことのできるように、ソフト面
そ ふ と め ん

にも

取り組んで
と  く   

いきます。 

 

≪当事者
とうじしゃ

からの主
おも

な意見
い け ん

≫ 

・障害者
しょうがいしゃ

を診て
み  

くれる病院
びょういん

が地域
ち い き

に増えれば
ふ    

、地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮らす
く   

ことができる。特
とく

に、障
しょう

害者
がいしゃ

を手厚く
て あ つ  

してもらいたいわけではなく、当たり前
 あ   まえ

のように、病院
びょういん

に通い
か よ  

、生活
せいかつ

を安定
あんてい

して

いける。 

・障害者
しょうがいしゃ

理解
り か い

をしてくれる医療
いりょう

機関
き か ん

は本当
ほんとう

に少ない
す く   

ように感じる
か ん   

。 

・予防
よ ぼ う

医療
いりょう

という観点
かんてん

を考えて
かんが  

いく必要
ひつよう

があるのではないか。 

・重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

のように、医療
いりょう

との関係
かんけい

が切り離せない
き  は な    

障害者
しょうがいしゃ

もいる。医者
い し ゃ

にはその対応
たいおう

に 

 慣れて
な   

欲しい
ほ   

。 

 

（１）健康
けんこう

・医療
いりょう

 

核家族化
か く か ぞ く か

や介護者
かいごしゃ

の高齢化
こうれいか

だけでなく、障害者
しょうがいしゃ

自身
じ し ん

の高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

も今後
こ ん ご

さらに進む
す す  

と予測
よ そ く

さ



れる現在
げんざい

、障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

の予防
よ ぼ う

、生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よ ぼ う

・合併症
がっぺいしょう

や重症化
じゅうしょうか

予防
よ ぼ う

は、地域
ち い き

の中
なか

で安心
あんしん

して育ち
そ だ  

、生きて
い   

いく上
うえ

で非常
ひじょう

に重要
じゅうよう

です。 

  

 そこで、障害
しょうがい

特性
とくせい

を理解
り か い

した対応
たいおう

ができる医療
いりょう

機関
き か ん

・医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

を育成
いくせい

するだけでなく

ネットワーク化
ね っ と わ ー く か

による医療
いりょう

機能
き の う

の充実化
じゅうじつか

を図り
は か  

、いざという時
とき

にも速やか
す み   

に対応
たいおう

できる医療
いりょう

環境
かんきょう

の整備
せ い び

や、一
いち

市民
し み ん

として当たり前
あ    ま え

に健康
けんこう

サポート
さ ぽ ー と

を受けられる
う     

仕組み
し く  

など、保健
ほ け ん

・医療
いりょう

の

充実
じゅうじつ

をはかります。また、障害
しょうがい

特性
とくせい

やライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応じた
お う   

生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

の予防
よ ぼ う

などの普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を進めて
す す   

いきます。  

  

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■医療
いりょう

環境
かんきょう

のさらなる整備
せ い び

 

 ■救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

 ■障害者
しょうがいしゃ

も参加
さ ん か

しやすい保健
ほ け ん

施策
せ さ く

の検討
けんとう

 

  

素案⾻⼦（案）P.22 

（２）バリアフリー
ば り あ ふ り ー

 

バリアフリー
ば り あ ふ り ー

の取組
とりくみ

は進み
す す  

、言葉
こ と ば

としても社会
しゃかい

一般
いっぱん

に認知
に ん ち

されてきています。しかし、障害者
しょうがいしゃ

の

社会
しゃかい

参加
さ ん か

や活動
かつどう

も広がって
ひ ろ    

きたなかでは、引き続き
ひ  つ づ  

、障害
しょうがい

状 況
じょうきょう

に配慮
はいりょ

したバリアフリー
ば り あ ふ り ー

の推進
すいしん

が求められて
も と      

います。 

 そこで、ハード面
は ー ど め ん

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の取組
とりくみ

を継続
けいぞく

するとともに、市民
し み ん

一人
ひ と り

ひとりの障害
しょうがい

に

対する
た い   

理解
り か い

が少し
す こ  

ずつ広がる
ひ ろ   

よう、ソフト面
そ ふ と め ん

での取組
とりくみ

を併せて
あ わ   

推進
すいしん

します。 

 



◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■さらなるバリアフリー
ば り あ ふ り ー

の推進
すいしん

（再掲
さいけい

） 

 ■持続的
じぞくてき

な普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の促進
そくしん

 

 

（３）権利
け ん り

擁護
よ う ご

 

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

は、決して
け っ   

特別
とくべつ

な存在
そんざい

ではありません。日本
に ほ ん

が障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

を批准
ひじゅん

し、国内
こくない

の法律
ほうりつ

の整備
せ い び

が進められる
す す      

なか、障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

について、横浜市
よこはまし

としても積極的
せっきょくてき

に取り組み
と  く  

、あ

んしんして生活
せいかつ

できる仕組み
し く  

の構築
こうちく

が求められて
も と     

います。 

  

 そこで、全て
す べ て

の人
ひと

が障害
しょうがい

のあるなしによって分け隔てられる
わ  へ だ     

ことなく、相互
そ う ご

に人格
じんかく

と個性
こ せ い

を

尊重
そんちょう

し合いながら
 あ     

共 生
きょうせい

する社会
しゃかい

を、この横浜
よこはま

で実現
じつげん

することができるよう、障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

等
とう

の趣旨
し ゅ し

を基本
き ほ ん

としながら、一つ
ひ と  

ひとつの取組
とりくみ

を着実
ちゃくじつ

に進める
すす   

とともに、市民
し み ん

への浸透
しんとう

を図って
は か   

いきます。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

の取組
とりくみ

の浸透
しんとう

 

 ■差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

に基づく
も と   

取組
とりくみ

 

 ■成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

 

  

素案⾻⼦（案）P.23 

 

４ いきる力
ちから

を学び
ま な  

・育む
はぐく 

 

障害児
しょうがいじ

が増えて
ふ   

きているなかでは、早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

システム
し す て む

の仕組み
し く  

や、療育
りょういく

と教育
きょういく

の



連携
れんけい

がまだまだ十分
じゅうぶん

とは言えません
い    

。 

 乳幼児期
にゅうようじき

から学齢期
がくれいき

を通じて
つ う   

、家族
か ぞ く

や友だち
と も   

、学校
がっこう

の先生
せんせい

などの大人
お と な

たちとかかわり、語りあい
か た    

、

学びあい
ま な    

、生きる
い   

力
ちから

を身
み

につけていくことができるまち、ヨコハマ
よ こ は ま

を目指します
め ざ    

。 

 そのためには、乳幼児期
にゅうようじき

、学齢期
がくれいき

、成年期
せいねんき

、そして高齢期
こうれいき

と、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を通じて
つ う   

一貫
いっかん

し

た支援
し え ん

体制
たいせい

の構築
こうちく

という視点
し て ん

を踏まえた
ふ    

うえでの施策
せ さ く

展開
てんかい

をしていくことが求められて
も と     

います。 

 特
とく

に、発達
はったつ

の早期
そ う き

に行われる
おこな    

療 育
りょういく

の充実
じゅうじつ

や学齢期
がくれいき

におけるきめ細やか
こ ま   

な対応
たいおう

は、その後
  ご

の

成長
せいちょう

にとって重要
じゅうよう

です。 

 そこで、その視点
し て ん

を踏まえ
ふ   

、地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

を中心
ちゅうしん

とした早期
そ う き

療育
りょういく

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

や、教育
きょういく

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

を進めて
す す   

いきます。 

 また、このような取組
とりくみ

等
とう

を円滑
えんかつ

に進めて
す す   

いくためには、障害児
しょうがいじ

・者
もの

を支える
さ さ   

人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

や、そのための取組
とりくみ

の強化
きょうか

を進めて
す す   

いきます。 

 

≪当事者
とうじしゃ

からの主
おも

な意見
い け ん

≫ 

・地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

等
など

の待ち
ま  

時間
じ か ん

が年々
ねんねん

増加
ぞ う か

してきている。相談員
そうだんいん

の増員
ぞういん

などをしてもらい 

 たい。 

・療育
りょういく

センター
せ ん た ー

か、学校
がっこう

などが終わって
お    

過ごす
す   

時間
じ か ん

、場所
ば し ょ

が困る
こ ま  

。 

・今
いま

のこどもの段階
だんかい

では、サービス
さ ー び す

が充実
じゅうじつ

してきている。そこを間違って
ま ち が   

とらえると、本人
ほんにん

 

 に力
ちから

が付かない
つ    

。初期
し ょ き

の段階
だんかい

で、本人
ほんにん

にきっかけ（やり始め
   は じ  

）をどう与えて
あ た   

いくかだと 

 思う
お も  

。 

 

（１）療育
りょういく

 

地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

の役割
やくわり

は非常
ひじょう

にニーズ
に ー ず

が高く
た か  

重要
じゅうよう

な社会
しゃかい

資源
し げ ん

です。必要
ひつよう

な人
ひと

が必要
ひつよう

なときに



療育
りょういく

を受けられる
う     

ためにも、地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

の機能
き の う

の充実
じゅうじつ

が求められて
も と     

います。 

  

 そこで、障害児
しょうがいじ

とその家族
か ぞ く

が、地域
ち い き

の中
なか

で安心
あんしん

して安定
あんてい

した生活
せいかつ

を送り
お く  

、自ら
みずか 

の 力
ちから

で自ら
みずか 

の

生活
せいかつ

を切り開いて
き  ひ ら   

いくことができるよう、今後
こ ん ご

も継続
けいぞく

して様々
さまざま

な福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の充実
じゅうじつ

を

図ります
は か    

。それとともに、引き続き
ひ  つ づ  

、学齢期
がくれいき

の障害児
しょうがいじ

に対する
た い   

個別
こ べ つ

支援
し え ん

や集団
しゅうだん

活動
かつどう

支援
し え ん

の推進
すいしん

し

ていきます。 

◇取組
とりくみ

の方向性◇ 

 ■早期
そ う き

療育
りょういく

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

 ■学齢
がくれい

障害児
しょうがいじ

の支援
し え ん

の充実
じゅうじつ
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（２）教育
きょういく

 

小中学校
しょうちゅうがっこう

在籍者数
ざいせきしゃかず

が減少
げんしょう

している中
なか

で、発達
はったつ

障害
しょうがい

など特別
とくべつ

な支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子ども
こ   

たちの

増加
ぞ う か

や、障害
しょうがい

の重度化
じゅうどか

・多様化
た よ う か

している 状 況
じょうきょう

を踏まえ
ふ   

、福祉
ふ く し

・療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

強化
きょうか

によ

る、子ども
こ   

一人
ひ と り

ひとりの障害
しょうがい

の状態
じょうたい

や特性
とくせい

に対応
たいおう

した支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

が求められて
も と      

います。 

 そこで、支援
し え ん

の必要
ひつよう

な子ども
こ   

一人
ひ と り

ひとりのニーズ
に ー ず

に対応
たいおう

するため、地域
ち い き

療育
りょういく

センター
せ ん た ー

等
など

に

よる学校
がっこう

支援
し え ん

や保育所
ほいくじょ

・幼稚園
ようちえん

・小学校
しょうがっこう

の連携
れんけい

による切れ目
き  め

のない一貫
いっかん

した支援
し え ん

、教員
きょういん

の専門性
せんもんせい

の向上
こうじょう

と指導
し ど う

・支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

の再編
さいへん

整備
せ い び

による教育
きょういく

環境
かんきょう

や教育
きょういく

活動
かつどう

の

充実
じゅうじつ

、福祉
ふ く し

と連携
れんけい

した就労
しゅうろう

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を進めます
す す    

。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■療育
りょういく

と教育
きょういく

の連携
れんけい

による切れ目
き  め

のない支援
し え ん

 

 ■教育
きょういく

環境
かんきょう

・教育
きょういく

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

 



 ■教育
きょういく

から就労
しゅうろう

への支援
し え ん

  

 

（３）人材
じんざい

確保
か く ほ

・育成
いくせい

 

近年
きんねん

、施設
し せ つ

などの社会
しゃかい

資源
し げ ん

の充実化
じゅうじつか

を図りました
は か      

が、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

を運営
うんえい

している法人
ほうじん

は、現場
げ ん ば

で働く
はたら 

人材
じんざい

の確保
か く ほ

に苦慮
く り ょ

しているのが現状
げんじょう

です。たとえ、人材
じんざい

が確保
か く ほ

できたとしても、なかな

か定着
ていちゃく

しなかったり、人材
じんざい

を育成
いくせい

するのが難しい
むずか  

という声
こえ

も聞こえて
き    

きています。行政
ぎょうせい

として

も、各施策
かくせさく

における人材
じんざい

確保
か く ほ

・育成
いくせい

を推進
すいしん

していくことが求められて
も と      

います。 

  

 そこで、横浜
よこはま

市内
し な い

のそれぞれの障害
しょうがい

福祉
ふ く し

現場
げ ん ば

で働く
はたら 

人材
じんざい

の確保
か く ほ

や育成
いくせい

について、民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

関係
かんけい

機関
き か ん

と協同
きょうどう

した取組
とりくみ

を継続
けいぞく

して行って
おこな  

いきます。また、人材
じんざい

確保
か く ほ

に向けた
む   

仕組み
し く  

等
とう

の構築
こうちく

を目指す
め ざ  

など、効率的
こうりつてき

な実施
じ っ し

手法
しゅほう

の検討
けんとう

を行って
おこな  

いきます。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■障害
しょうがい

福祉
ふ く し

従事者
じゅうじしゃ

の確保
か く ほ

と育成
いくせい

 

 ■当事者
とうじしゃ

による支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ
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５ 働く
はたら 

・活動
かつどう

する・余暇
よ か

を楽しむ
た の   

 

 

 障害
しょうがい

のあるなしに関わらず
か か    

「働く
はたら 

」ということは、自立
じ り つ

した生活
せいかつ

につながることや、生きがい
い    

を高める
た か   

など、とても大事
だ い じ

なことです。また、「働く
はたら 

」とは、企業
きぎょう

等
とう

で働く
はたら 

ことはもちろんのこ

と、通って
か よ   

いる施設
し せ つ

で行う
おこな 

、いろいろな作業
さぎょう

も含まれます
ふ く      

。 

 どこで何
なに

をして働く
はたら 

か、どこでどのように過ごす
す   

かは人
ひと

それぞれ違う
ち が  

ため、その人
ひと

にあった



支援
し え ん

が必要
ひつよう

です。 

 よって、一人
ひ と り

ひとりの適性
てきせい

や希望
き ぼ う

に合った
あ   

仕事
し ご と

を見つける
み    

ことができ、外出
がいしゅつ

したり、趣味
し ゅ み

に

没頭
ぼっとう

したり、スポーツ
す ぽ ー つ

をしたりと、色々
いろいろ

な余暇
よ か

が充実
じゅうじつ

したまち、ヨ
よ

コハマ
こ は ま

を目指します
め ざ    

。 

 そのためには、企業
きぎょう

等
とう

で働きたい
は た ら    

と願う
ね が  

人
ひと

が「働く
はたら 

こと」・「働き続ける
はたら つづ   

こと」ための就労
しゅうろう

支援
し え ん

や、地域
ち い き

の障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

での作業
さぎょう

を充実
じゅうじつ

させることで収 入
しゅうにゅう

（工賃
こうちん

）を向上
こうじょう

させる仕組みづくり
し く     

を進めて
す す   

いきます。 

 また、施設
し せ つ

を利用
り よ う

される人
ひと

が、住み慣れた
す  な   

地域
ち い き

で一人
ひ と り

ひとりの 力
ちから

にあった施設
し せ つ

を選択
せんたく

できる

仕組み
し く  

や、これらを支える
さ さ   

移動
い ど う

のサポート
さ ぽ ー と

の充実
じゅうじつ

や余暇
よ か

活動
かつどう

の充実
じゅうじつ

を進めて
す す   

いきます。 

 

≪当事者
とうじしゃ

からの主
おも

な意見
い け ん

≫ 

・働く
はたら 

なかでの困り
こ ま  

ごとを、何
なん

でも相談
そうだん

できる人
ひと

が必要
ひつよう

。社内
しゃない

でのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を進め
す す  

 

 るためには、同じ
お な  

境遇
きょうぐう

の人
ひと

が必要
ひつよう

。 

・自分
じ ぶ ん

のやりたいことができたり、仲間
な か ま

関係
かんけい

が良かった
よ   

から、通い始めた
か よ  は じ   

。 

・学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

の行先
いきさき

が無く
な  

、不安
ふ あ ん

を感じる
か ん   

。 

・成人
せいじん

した障害者
しょうがいしゃ

への余暇
よ か

支援
し え ん

が必要
ひつよう

。 

 

（１）就労
しゅうろう

 

「障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

促進法
そくしんほう

」の改正
かいせい

による企業
きぎょう

等
とう

に対する
た い   

法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

の引き上げ
ひ  あ  

など、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

を

取り巻く
と  ま  

環境
かんきょう

は着実
ちゃくじつ

に進んで
す す   

います。障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

のニーズ
に ー ず

が高まって
た か    

いると同時
ど う じ

に、

雇用後
こ よ う ご

に安心
あんしん

して働き続ける
はたら つづ   

ための定着
ていちゃく

支援
し え ん

が重要
じゅうよう

といえます。また、精神
せいしん

障害
しょうがい

や発達
はったつ

障害
しょうがい

のある方
かた

など、個々
こ こ

の障害
しょうがい

特性
とくせい

に合わせた
あ    

きめ細か
こ ま  

な支援
し え ん

や、企業
きぎょう

等
とう

の障害
しょうがい

理解
り か い

を進める
す す   

こと



が求め
も と  

られています。 

 そこで、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

を中心
ちゅうしん

に、就労
しゅうろう

支援
し え ん

の促進
そくしん

と雇用後
こ よ う ご

の定着
ていちゃく

支援
し え ん

に

取り組みます
と  く    

。安定
あんてい

した雇用
こ よ う

を支える
さ さ   

ための生活
せいかつ

支援
し え ん

など、各地域
かくちいき

の関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

を強化
きょうか

し

ます。また、多様化
た よ う か

する就労
しゅうろう

支援
し え ん

ニーズ
に ー ず

に対応
たいおう

できるよう、支援者
しえんしゃ

のスキルアップ
す き る あ っ ぷ

・人材
じんざい

育成
いくせい

や、

企業
きぎょう

等
とう

に対する
た い   

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を進めて
す す   

いきます。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■福祉
ふ く し

施設
し せ つ

から企業
きぎょう

就労
しゅうろう

へ 

 ■一般
いっぱん

就労
しゅうろう

の促進
そくしん

と雇用後
こ よ う ご

の定着
ていちゃく

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ
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（２）福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

 

企業
きぎょう

等
とう

での就労
しゅうろう

が困難
こんなん

な方
かた

など、地域
ち い き

の障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

に通い
か よ  

、そこでの「福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

」に従事
じゅうじ

さ

れる方
かた

の収 入
しゅうにゅう

（工賃
こうちん

）を向上
こうじょう

させることも障害
しょうがい

のある方
かた

の自立
じ り つ

を支える
さ さ   

うえで重要
じゅうよう

といえ

ます。 

  

 そこで、「障害
しょうがい

者優先
しゃゆうせん

調達
ちょうたつ

推進法
すいしんほう

」に基づき
も と   

、官公需
かんこうじゅ

における障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

への優先的
ゆうせんてき

な

調達
ちょうたつ

に努める
つ と   

とともに、引き続き
ひ  つ づ  

、企業
きぎょう

等
とう

からの 受注
じゅちゅう

促進
そくしん

や自主
じ し ゅ

製品
せいひん

の販路
は ん ろ

拡大
かくだい

に

取り組みます
と  く    

。また、施設
し せ つ

情報
じょうほう

の集約
しゅうやく

や受注
じゅちゅう

体制
たいせい

の構築
こうちく

など、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

を充実
じゅうじつ

させてい

くための仕組みづくり
し く     

を進めて
す す   

いきます。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■作業
さぎょう

の充実
じゅうじつ

と工賃
こうちん

向上
こうじょう

 

 



（３）日中
にっちゅう

活動
かつどう

 

本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

や、その人
ひと

の状態
じょうたい

にあった日中
にっちゅう

の活動
かつどう

場所
ば し ょ

の充実
じゅうじつ

が求められて
も と      

います。 

  

 そこで、障害
しょうがい

特性
とくせい

や個々
こ こ

の状態
じょうたい

に合わせて
あ    

、過ごす
す   

場所
ば し ょ

を選ぶ
え ら  

ことが出来る
で き  

ようにする必要
ひつよう

があります。障害者
しょうがいしゃ

自身
じ し ん

が、自分
じ ぶ ん

に適した
て き   

日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

を選択
せんたく

できるようにするため、各事業所
かくじぎょうしょ

が、それぞれの特徴
とくちょう

を活かした
い    

運営
うんえい

ができるような仕組み
し く  

を検討
けんとう

していきます。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

■日中
にっちゅう

活動
かつどう

場所
ば し ょ

の拡充
かくじゅう

 

 

（４）移動
い ど う

支援
し え ん

 

移動
い ど う

支援
し え ん

施策
せ さ く

体系
たいけい

の再構築
さいこうちく

等
など

により、ガイドヘルプ
が い ど へ る ぷ

などの障害者
しょうがいしゃ

の移動
い ど う

を支える
さ さ   

制度
せ い ど

は拡充
かくじゅう

し

てきていますが、それらの制度
せ い ど

をさらに有効
ゆうこう

に利用
り よ う

できるような取組
とりくみ

が求められて
も と     

います。 

   

 そこで、本人
ほんにん

の希望
き ぼ う

に沿った
そ   

移動
い ど う

支援
し え ん

に関する
か ん   

情報
じょうほう

を整理
せ い り

して提供
ていきょう

できる体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させ

るとともに、引き続き
ひ  つ づ  

ヘルパー
へ る ぱ ー

等
とう

の担い手
に な  て

の確保
か く ほ

に取り組み
と  く  

、制度
せ い ど

を円滑
えんかつ

に利用
り よ う

できるようにし

ます。また、通所
つうしょ

等
とう

の社会
しゃかい

参加
さ ん か

を一層
いっそう

効果的
こうかてき

に進める
す す   

送迎
そうげい

の仕組み
し く  

を検討
けんとう

します。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

 ■移動
い ど う

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

による社会
しゃかい

参加
さ ん か

の促進
そくしん
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（５）余暇
よ か

活動
かつどう

 

余暇
よ か

活動
かつどう

は、人生
じんせい

を楽しむ
た の   

ための大きな
お お   

要素
よ う そ

であることはもちろん、社会
しゃかい

参加
さ ん か

のきっかけや就労
しゅうろう



意欲
い よ く

の向上
こうじょう

にもつながります。一方
いっぽう

で、スポーツ
す ぽ ー つ

・文化
ぶ ん か

をはじめとするさまざまな余暇
よ か

活動
かつどう

を

楽しむ
た の   

場
ば

や機会
き か い

が少なかったり
す く      

、それらの情報
じょうほう

が入手
にゅうしゅ

しづらいといった課題
か だ い

があります。 

 そこで、スポーツ
す ぽ ー つ

・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

を行う
おこな 

場所
ば し ょ

や発表
はっぴょう

の機会
き か い

などの充実
じゅうじつ

を進めつつ
す す    

、活動
かつどう

団体
だんたい

の

取組み
と り く  

の情報
じょうほう

を発信
はっしん

することなどにより、多く
お お  

の方
かた

が参加
さ ん か

しやすい環境
かんきょう

を整える
ととの   

とともに、

活動
かつどう

している方
かた

にとっての生きがい
い    

に、つなげていきます。 

 また、スポーツ
す ぽ ー つ

・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

にとらわれず、さまざまな余暇
よ か

活動
かつどう

の場
ば

の充実
じゅうじつ

を進めます
す す    

。 

◇取組
とりくみ

の方向性
ほうこうせい

◇ 

■文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

■スポーツ
す ぽ ー つ

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

素案⾻⼦（案）P.28 

 

第
だ い

Ⅳ
４

章
しょう

 ＰＤＣＡサイクル
さ い く る

による計画
け い か く

の見直し
み な お  

   

 

「第３期
だ い  き

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

」は、平成
へいせい

27年度
ね ん ど

から 32年度
ね ん ど

までの６年間
 ね ん か ん

を計画
けいかく

期間
き か ん

としていま

すが、３年後
 ね ん ご

の平成
へいせい

30年度
ね ん ど

には、「横浜市
よ こ は ま し

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」の改定
かいてい

を行う
おこな 

予定
よ て い

のため、それに併せて
あ わ   

計画
けいかく

の見直し
み な お  

を行う
おこな 

予定
よ て い

です。 
 見直し

み な お  

にあたっては、プラン
ぷ ら ん

の進行
しんこう

管理
か ん り

、進捗
しんちょく

についての評価
ひょうか

を行う
おこな 

ことにより、当該
とうがい

施策
せ さ く

・

事業
じぎょう

の必要性
ひつようせい

の検討
けんとう

、事業
じぎょう

規模
き ぼ

や期間
き か ん

の見直し
み な お  

、社会
しゃかい

情勢
じょうせい

の変化
へ ん か

やニーズ
に ー ず

の変化
へ ん か

に伴う
ともな 

新しい
あ た ら   

課題
か だ い

に柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

するための施策
せ さ く

の再構築
さいこうちく

などを常に
つね  

行って
おこな   

いきます。 
 

PDCAサイクル
さ い く る

による見直し
み な お し

 

計画
けいかく

（Plan） 
障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

策定
さくてい

にあたって基本的
き ほ ん て き

な考え方
かんが かた

を示し
し め  

、施策
せ さ く

の方向性
ほうこうせい

やサービス
さ ー び す

の

見込み量
み こ   り ょ う

を設定
せってい

します。 
 

実行
じっこう

（Do） 
計画
けいかく

の内容
ないよう

を踏まえて
ふ    

、各施策
か く せ さ く

及び
お よ  

サービス
さ ー び す

を実施
じ っ し

します。 
 

評価
ひょうか

（Check） 
各施策
か く せ さ く

の年間
ねんかん

の実績
じっせき

を把握
は あ く

し、社会
しゃかい

情勢
じょうせい

やニーズ
に ー ず

の動向
どうこう

を把握
は あ く

しながら、障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

の中間
ちゅうかん



見直し
み な お  

（平成
へいせい

30年度
ね ん ど

を予定
よ て い

）を行います
お こ な     

。 
障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

については、国
くに

の方針
ほうしん

に基づき
も と   

、評価
ひょうか

を行って
おこな   

いきます。 
 

改善
かいぜん

（Action） 
中間
ちゅうかん

評価
ひょうか

等
など

の結果
け っ か

を踏まえて
ふ    

、必要
ひつよう

に応じて
お う   

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

及び
お よ  

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

の見直し
み な お  

を行います
お こ な     

。 
 
 



 
 
 

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

への横浜市
よこはまし

の対応
たいおう

について 

 

１ 趣旨
しゅし

  

障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

に定
さだ

める「差別
さべつ

の禁止
きんし

」の基本
きほん

原則
げんそく

を具体化
ぐ た い か

する法律
ほうりつ

である「障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さ べ つ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する 法
ほうりつ

律
りつ

（障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

）」が平
へい

成
せい

28年
ねん

４月
がつ

１
つい

日
たち

に施
せ

行
こう

されます。この

法律
ほうりつ

には、障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解 消
かいしょう

を推進
すいしん

するための国
くに

、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の責務
せきむ

等
とう

が

定
さだ

められています。 

横浜市
よこはまし

では、横浜市
よこはまし

障 害 者
しょうがいしゃ

施策
せさく

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

に新
あら

たな検討
けんとう

部会
ぶかい

を設置
せっち

し、法律
ほうりつ

の施
せ

行
こう

に向
む

け、今後
こ ん ご

の取
とり

組
くみ

の検
けん

討
とう

を進
すす

めていきます。 

 

２ 法律
ほうりつ

に規定
きてい

された地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

（横浜市
よこはまし

）の責務
せきむ

等
とう

 

（１）社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

の除
じょ

去
きょ

の実
じっ

施
し

についての必
ひつ

要
よう

かつ合
ごう

理
り

的
てき

な配
はい

慮
りょ

に関
かん

する環 境
かんきょう

の整備
せいび

【第
だい

５ 条
じょう

】 

（２） 行
ぎょう

政
せい

機
き

関
かん

等
とう

及
およ

び事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

における障 害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の禁止
きんし

【第
だい

７～８ 条
じょう

】  

（３）国
くに

・地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

の策定
さくてい

【第
だい

９～10 条
じょう

】 

（４）相
そう

談
だん

及
およ

び紛
ふん

争
そう

の防止
ぼうし

等
とう

のための体制
たいせい

整備
せいび

【第
だい

14 条
じょう

】  

（５）啓発
けいはつ

活動
かつどう

【第
だい

15 条
じょう

】 

（６）障 害 者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解 消
かいしょう

支援
しえん

地域協
ちいききょう

議会
ぎかい

【第
だい

17～20 条
じょう

】 

 

３ 検討
けんとう

部会
ぶかい

の設置
せっち

について 

 （１）目的
もくてき

  法律
ほうりつ

に規定
きてい

された地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の責務
せきむ

等
とう

に関
かん

する検
けん

討
とう

（今後
こんご

の取組
とりくみ

の検討
けんとう

） 

 （２）期間
きかん

  平成
へいせい

26年度
ねんど

（上半期
かみはんき

中
ちゅう

に設置
せっち

予定
よ て い

）～平成
へいせい

27年度
ねんど

 

 （３）構成
こうせい

  障 害 者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

（当事者
とうじしゃ

）、学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

、弁護士
べ ん ご し

等
とう

を中 心
ちゅうしん

に構成
こうせい

 

（具体的
ぐたいてき

な人選
じんせん

は今
こん

後
ご

進
すす

めます。） 

 

４ 国
くに

の取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

 

 ・基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん

の策定
さくてい

（平成
へいせい

26年度
ねんど

上半期
かみはんき

） 

 ・国
くに

等
とう

職 員
しょくいん

対応
たいおう

要 領
ようりょう

及び事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

向
む

け対
たい

応
おう

指
し

針
しん

の策定
さくてい

、国民
こくみん

への周知
しゅうち

 

資料
しりょう

２ 


	00-1次第（施策推進協議会）るび
	00-2委員名簿（るび）
	00-3事務局名簿（施策推進協議会）
	00-4座席表（るび）
	01-1 第３期プランスケジュール(るび)
	01-2 平成26年度第１回施策検討部会意見(るび)
	01-3 第３期横浜市障害者プラン（るび付き）
	02【ルビ有】260512障害者差別解消法への横浜市の対応について

